
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題は、出題傾向等の参考として公開するものですので、印刷ミス、解答等のお問い合わせ

には、一切応じられません。 

八戸看護専門学校 



 



平
成
三
〇
年
度
 
推
薦
入
学
試
験
 

一
般
教
養
 
問
題
用
紙
 

         【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
け
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
国
語
・
英
語
・
数
学
の
三
科
目
で
九
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
・
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

④
 
解
答
は
全
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
・
解
答
用
紙
と
も
回
収
し
ま
す
。
 

⑥
 
な
お
、
判
読
不
能
の
解
答
や
記
号
記
載
ミ
ス
は
得
点
と
な
ら
な
い
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
 

              

八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

推
薦
入
学
試
験

国
語

一
次

一
次

一
次

一
次
のの のの
文
章

文
章

文
章

文
章
をを をを
読読 読読
ん
で

ん
で

ん
で

ん
で
後後 後後
のの のの
問問 問問
い
に

い
に

い
に

い
に
答答 答答
え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い
。。 。。

政
府
は
２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
（
万
博
）
の
大
阪
誘
致
を
閣
議
了
解
し
た
。
博
覧
会
国
際
事
務
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）

に
近
く
立
候
補
を
申
請
す
る
。
東
京
一
極
集
中
が
進
み
、
関
西
経
済
の
（
ＡＡ ＡＡ

テ
イ
メ
イ

テ
イ
メ
イ

テ
イ
メ
イ

テ
イ
メ
イ

）
が
続
く
。
２
０
年
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
東
京
、
名
古
屋
開
業
で
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う
（

アア アア
）

も
あ
る
中
、
万
博
に
よ
る
景
気
浮
揚
効
果
を
期
待
す
る
声
は
理
解
で
き
る
。

①

し
か
し
、
経
済
活
性
化
を
追
い
求
め
る
だ
け
で
は
世
界
か
ら
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
十
一
世
紀

の
万
博
に
求
め
ら
れ
る
理
念
を
示
し
、
説
得
力
の
あ
る
開
催
計
画
を
（

イイ イイ
）
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
の
有
識
者
検
討
会
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
駆
使
し
た
体
験
・
交
流
型
の
万
博
を
（
ＢＢ ＢＢ

テ
イ
ゲ
ン

テ
イ
ゲ
ン

テ
イ
ゲ
ン

テ
イ
ゲ
ン

）
し
た
。
当
初
の
テ
ー

②

マ
案
は
「
人
類
の
健
康
・
長
寿
へ
の
挑
戦
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、
若
者
や
途
上
国
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
変

更
し
た
。
逆
に
抽
象
的
で
方
向
性
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
報
告
書
に
は
「
世
界
お
笑
い
グ
ラ
ン
プ
リ
」

「
仮
想
現
実
で
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
対
面
」
と
い
っ
た
事
業
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地
球
規
模
の
共
通
課
題
の

解
決
策
を
考
え
る
万
博
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
と
言
え
る
の
か
（

ウウ ウウ
）
が
残
る
。

③

検
討
会
は
三
回
で
終
わ
っ
た
。
議
論
が
拙
速
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
開
発
の
メ
ド
が
立
た
な
い
大
阪
湾

の
人
工
島
・
夢
州
が
会
場
で
、
建
築
費
は
約
１
２
５
０
億
円
か
か
り
、
国
と
地
元
自
治
体
、
経
済
界
の
等
分
負
担
で

ゆ

め

し

ま

合
意
し
た
。
し
か
し
、
経
済
界
で
は
資
金
確
保
の
メ
ド
が
立
っ
て
い
な
い
。
巨
額
の
税
金
を
出
す
こ
と
へ
の
国
民
の

理
解
を
得
た
と
言
え
る
状
況
で
も
な
い
。
夢
州
で
は
さ
ら
に
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
計
画
が

進
む
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
が
（

エエ エエ
）
さ
れ
る
カ
ジ
ノ
に
（
ＣＣ ＣＣ

シ
ン
チ
ョ
ウ

シ
ン
チ
ョ
ウ

シ
ン
チ
ョ
ウ

シ
ン
チ
ョ
ウ

）
な
意
見
は
強
い
。
万

博
と
の
事
業
と
す
る
に
は
問
題
が
多
い
が
、
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

④

既
に
立
候
補
し
た
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
開
催
テ
ー
マ
は
「
共
有
す
べ
き
知
見
、
守
る
べ
き
地
球
」
だ
。
地
球
温
暖



化
対
策
の
枠
組
み
と
し
て
合
意
し
た
パ
リ
協
定
を
理
念
の
中
心
に
置
い
た
。
日
本
で
は
誘
致
委
員
会
が
（
ＤＤ ＤＤ

ホ
ッ

ホ
ッ

ホ
ッ

ホ
ッ

ソ
ク

ソ
ク

ソ
ク

ソ
ク

）
し
た
ば
か
り
だ
。
パ
リ
と
は
厳
し
い
（
ＥＥ ＥＥ

キ
ョ
ウ
ソ
ウ

キ
ョ
ウ
ソ
ウ

キ
ョ
ウ
ソ
ウ

キ
ョ
ウ
ソ
ウ

）
が
（

オオ オオ
）
さ
れ
る
。
開
発
優
先

や
カ
ジ
ノ
を
見
込
ん
だ
万
博
誘
致
で
は
、
国
内
外
の
共
感
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

「
毎
日
新
聞
社
説
よ
り
」

問
一

空
欄
Ａ
～
Ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
の
語
を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。

問
二

空
欄
ア
～
オ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
左
群
か
ら
適
語
を
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
認
定

２
予
想

３
不
安

４
不
可
避

５
策
定

６
危
険

７
不
服

８
疑
問

９
指
摘

問
三

次
の
イ
・
ロ
に
答
え
な
さ
い
。

イ
大
阪
万
博
誘
致
の
主
な
目
的
は
何
で
す
か
。
文
中
よ
り
十
字
以
内
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

ロ
大
阪
万
博
誘
致
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。
文
中
の
表
現
を
用
い
て
十
五
字
以

内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
四

傍
線
部
①
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
文
中
の
表
現
を
用
い
て
二
十
五
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

問
五

傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
左
群
よ
り
最
適
な
も
の
を
選
ん
で
番
号

で
答
え
な
さ
い
。

１
万
博
は
発
展
途
上
の
国
な
ど
を
援
助
す
る
と
い
う
明
確
な
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

２
万
博
は
全
世
界
の
人
々
が
関
わ
れ
る
よ
う
に
多
数
の
参
加
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
。

３
万
博
は
国
威
発
揚
の
場
で
あ
り
、
そ
の
後
の
景
気
浮
揚
効
果
を
期
待
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

４
万
博
の
テ
ー
マ
は
世
代
や
国
情
を
越
え
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
絶
対
的
条
件
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

５
万
博
は
全
世
界
の
祭
典
な
の
で
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
不
可
欠
な
条
件
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

問
六

傍
線
部
③
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
ら
を
指
し
て
い
る
の
か
。
該
当
す
る
も
の
を
文
中

よ
り
全
て
簡
潔
に
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
七

傍
線
部
④
は
ど
う
い
う
点
で
評
価
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
部
分
を
文
中
よ
り
書
き
抜
き
な
さ
い
。



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

受
験

名
点

推
薦
入
学
試
験

国
語

解
答
用
紙

番
号

氏
得

Ａ
テ
イ
メ
イ

Ｂ
テ
イ
ゲ
ン

Ｃ
シ
ン
チ
ョ
ウ

Ｄ
ホ
ッ
ソ
ク

Ｅ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ

問
一

問
二

ア
イ

ウ
エ

オ

イ

問
三

ロ

問
四

問
五

問
六

問
七



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

受
験

名
点

推
薦
入
学
試
験

国
語

模
範
解
答

番
号

氏
得

Ａ
テ
イ
メ
イ

Ｂ
テ
イ
ゲ
ン

Ｃ
シ
ン
チ
ョ
ウ

Ｄ
ホ
ッ
ソ
ク

Ｅ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ

問
一

低
迷

提
言

慎
重

発
足

競
争

低
迷

提
言

慎
重

発
足

競
争

低
迷

提
言

慎
重

発
足

競
争

低
迷

提
言

慎
重

発
足

競
争各
１

問
二

ア
３３ ３３

イ
５５ ５５

ウ
８８ ８８

エ
９９ ９９

オ
２２ ２２

各
１

イ
景

気
浮

揚
効

果
を

期
待

５
点

問
三

ロ
開

催
計

画
に

説
得

力
が

な
い

か
ら

５
点

二
十

一
世

紀
の

万
博

に
求

め
ら

れ
る

理
念

が
欠

け
て

問
四

い
る

か
ら

５
点

問
五

４４ ４４
５
点

◯
開
発
の
メ
ド

◯
資
金
確
保
の
メ
ド

問
六

４
点
（
各
１
点
）

◯
巨
額
の
税
金
（
国
民
の
理
解
）

◯
カ
ジ
ノ

問
七

地
球
規
模
の
共
通
課
題
の
解
決
策
を
考
え
る
万
博
に
ふ
さ
わ
し
い

６
点



平成３０年度 八戸看護専門学校 推薦入学試験問題 英語 

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを、１つずつ選び記号で答えなさい。 

 

1.   Let’s have lunch, (  )? 

     a)shall we  b)shall I  c)will you  d)let’s not 

 

2.   (  ) ever been to china? 

     a)Are you  b)Do you  c)Have you  d)Will you 

 

3.   There (  ) many cherry trees in the garden. 

     a)have  b)has  c)is  d)are 

 

4.   Mr. Jones is (  ) than my father. 

     a)young  b)younger  c)youngest  d)the youngest  

 

5.   I heard my name (  ). 

     a)call  b)calling  c)called  d)to call 

 

6.   My brother Tom (  ) soccer. 

     a)like  b)liking  c)likes  d)is liked 

 

7.   This is the best wine (  ) tasted. 

     a)I’ve never  b)I’ve ever  c)I haven’t yet  d)I haven’t ever 

 

8.   If it (  ) fine yesterday, we would have gone out. 

     a)was  b)were  c)has been  d)had been 

 

9.   I have (  ) to do this weekend. 

     a)anything  b)everything  c)nothing  d)not 

 

10.  Let’s stop (  ) and have some coffee. 

     a)work  b)to work  c)working  d)a work 

 

 

Ⅱ．次の日本語の意味にあうように、カッコ内の語を並べ替えて、順に記号で答えなさい。 

 

1. 会いに来てくれてありがとうございます。 

(1.to  2.thank  3.coming  4.you  5.see  6.for  7.me). 

 



2. その歌を聞くと彼女は悲しくなります。 

(1.song  2.her  3.the  4. sad  5.makes). 

 

3. 八戸ではそれほど雪が降りません。 

(1. in  2.it   3.snow   4.a lot   5.doesn’t ) Hachinohe. 

 

4. 私たちとピクニックに行きませんか。 

How (1.going  2.on  3.about  4.a  5.picnic) with us? 

 

5. 日本人が英語の間違いをするのは自然なことです。 

(1.for  2.make  3.Japanese  4.natural  5.to  6.in  7.it  8.mistakes  9.English  10.is). 

 

 

Ⅲ．次の英文を読み、英文中の(  1  )～(  5  )に最もよく当てはまる語を、下の語の中からそれぞれ

１つ選び、必要ならば正しい形に変えて答えなさい。ただし、一語とは限りません。 

 

In 1865, Nagasawa Kanae was (  1  ) to Britain with some other young students from Kagoshima. 

He was only thirteen years old then. In Britain, he (  2  ) hard and learned a lot of new things. 

Some years later, he went to the United States and began (  3  ) wine in California. Many people 

from Japan and other (  4  ) worked on his farm. His wine became very popular. He is one of the 

most (  5  ) Japanese in California. 

 

 ( boat    country    dangerous    famous    lose    make    send    study) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ

１．

２．

３．

４．

５．

６． ７． ８． ９． １０．

２．

３． ４． ５．

　 　 →    　   →   　    →   　 　 →    　   →   　   →　　 　 →    　   →   　    →   　 　 →    　   →   　   →　　 　 →    　   →   　    →   　 　 →    　   →   　   →　　 　 →    　   →   　    →   　 　 →    　   →   　   →　

Ⅱ

５． 　 　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 → 　  → 　 　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 → 　  → 　 　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 → 　  → 　 　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 →  　 → 　  → 

氏名

１． ２．

３． 　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         

　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         

Ⅰ

４． 　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         　 　 →    　   →   　    →   　    →         

得点

点

平成３０年度　八戸看護専門学校　推薦入学試験　英語　解答用紙

受験番号

１．



各１点

各１点各１点

各１点

各３点

各３点各３点

各３点

各３点

各３点各３点

各３点

　 ７ → 10 → ４ → １ → ３ → ５ → ２ → ８ → ６ → ９　 ７ → 10 → ４ → １ → ３ → ５ → ２ → ８ → ６ → ９　 ７ → 10 → ４ → １ → ３ → ５ → ２ → ８ → ６ → ９　 ７ → 10 → ４ → １ → ３ → ５ → ２ → ８ → ６ → ９

Ⅲ

　　sent　　sent　　sent　　sent

　　studied　　studied　　studied　　studied

　　making / to make　　making / to make　　making / to make　　making / to make

　　countries　　countries　　countries　　countries

　　famous　　famous　　famous　　famous

１．

Ⅱ

１． 　 ２ →    ４   →   ６    →   ３ 　 →    １   →   ５  →　７　 ２ →    ４   →   ６    →   ３ 　 →    １   →   ５  →　７　 ２ →    ４   →   ６    →   ３ 　 →    １   →   ５  →　７　 ２ →    ４   →   ６    →   ３ 　 →    １   →   ５  →　７

２． 　 ３ →    １   →   ５    →   ２    →    ４     　 ３ →    １   →   ５    →   ２    →    ４     　 ３ →    １   →   ５    →   ２    →    ４     　 ３ →    １   →   ５    →   ２    →    ４     

３． 　 ２ →    ５   →   ３    →   ４    →    １　 ２ →    ５   →   ３    →   ４    →    １　 ２ →    ５   →   ３    →   ４    →    １　 ２ →    ５   →   ３    →   ４    →    １

４． 　 ３ →    １   →   ２    →   ４    →    ５　 ３ →    １   →   ２    →   ４    →    ５　 ３ →    １   →   ２    →   ４    →    ５　 ３ →    １   →   ２    →   ４    →    ５

５．

５．

aaaa ｃｃｃｃ ｄｄｄｄ bbbb cccc

cccc cccc

６．

得点

受験番号 氏名

点

２．

３．

４．

５．

平成３０年度　八戸看護専門学校　推薦入学試験　英語　模範解答

１． ２． ３． ４．

Ⅰ

７． ８． ９． １０．

cccc bbbb ｄｄｄｄ



 

 

平成３０年度 八戸看護専門学校 推薦入学試験問題 数学 

 

 

Ⅰ 次の各問いに答えなさい。 

 １） )2(3)2( xyyyxx −−− を因数分解しなさい。 

 ２） )1)(2( ++−+ yxyx を展開しなさい。 

 ３）
3322 )3()2( yxxy ×− を簡単にしなさい。 

 ４）
22 )12(

1

)12(

1

−
+

+
を計算しなさい。 

 

 

 

Ⅱ 2次関数 342 2 +−= xxy について次の各問いに答えなさい。 

 １）この関数のグラフの頂点の座標を求めなさい。 

 ２）この関数のグラフを x軸方向へ－３、 y 軸方向へ２だけ平行移動したグラフの式を 

求めなさい。 

 

 

 

Ⅲ 四角形 ABCDにおいて、 °=∠==== 60,2,3,1,2 DDACDBCAB のとき、次の値 

を求めなさい。 

１） AC  

２） B∠  

３）四角形 ABCDの面積 

 

 

 

Ⅳ ６人を BA, ２部屋に分ける。次の各問いに答えなさい。 

１） A に４人， B に２人とする分け方は何通りあるか。 

２）空き部屋があってよいとするとき、６人の分け方は何通りあるか。 

３）空き部屋をないようにするとき、６人の分け方は何通りあるか。 

 



平成３０年度 八戸看護専門学校 推薦入学試験 数学 解答用紙 

受験番号 
 

氏名 
 

 

Ⅰ 

１）  

２）  

３）  

４）  

Ⅱ １）  ２）  

Ⅲ １）  ２）  ３） 
    

 

Ⅳ １）  ２）  ３）  

 

得点 



平成３０年度 八戸看護専門学校 推薦入学試験 数学 模範解答 

受験番号 
 

氏名 
 

 

Ⅰ 

１） )3)(2( yxyx +−                              ４点 

２） 22 22 −−−++ yxyxyx                          ４点 

３） 
118108 yx                                  ４点 

４） 6                                    ４点 

Ⅱ １） )1,1(  ２） 

1182 2 ++= xxy    

または      各４点 

3)2(2 2 ++= xy  

Ⅲ １） 7  ２） °120  ３） 
32    （1）（2）３点 

（3）２点 

Ⅳ １） １５ ２） ６４ ３） 
６２        （1）（2）３点 

（3）２点 

 

得点 



平
成
三
十
年
度
 
推
薦
入
学
試
験
 

小
論
文

 

     【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
け
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
五
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

                     

八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



              八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 平
成
三
十
年
度
 
推
薦
入
学
試
験
 
小
論
文
 

  
「
読
む
力
、
書
く
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
八
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
て
下
さ
い
。
 

                          



平
成
三
十
年
度
 
社
会
人
入
学
試
験
 

一
般
教
養
 
問
題
用
紙
 

         【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
か
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
国
語
・
英
語
・
数
学
の
三
科
目
で
九
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
・
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

④
 
解
答
は
全
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
・
解
答
用
紙
と
も
回
収
し
ま
す
。
 

⑥
 
な
お
、
判
読
不
能
の
解
答
や
記
号
記
載
ミ
ス
は
得
点
と
な
ら
な
い
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
 

              

八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

社
会
人
入
学
試
験
問
題

国
語

一一 一一
、、 、、

次次 次次
のの のの

文
章

文
章

文
章

文
章

をを をを
読読 読読

ん
で

ん
で

ん
で

ん
で

後後 後後
のの のの

問問 問問
い

に
い

に
い

に
い

に
答答 答答

え
な

さ
い

え
な

さ
い

え
な

さ
い

え
な

さ
い

。。 。。

私
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
住
ん
で
い
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
、
五
番
街
の
八
十
九
丁
目
に
あ
る
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館

が
建
築
の
さ
な
か
で
し
た
。
［
ＡＡ ＡＡ

］
、
私
は
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
借
り
て
い
ま
し
た

の
で
、
移
動
す
る
の
に
、
バ
ス
で
五
番
街
を
下
っ
て
、
八
十
四
丁
目
で
乗
り
換
え
て
い
ま
し
た
。
乗
り
換
え
つ
い
で
に
、

建
築
現
場
に
行
っ
て
は
、
不
思
議
な
建
物
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
様
子
を
（
ああ ああ

ナ
ガ

）
め
て
い
ま
し
た
。

①
そ
れ
は
オ
ウ
ム
ガ
イ
を
思
わ
せ
る
螺
旋
状
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
氏
に
よ
る
設
計
で
し
た

②
が
、
美
術
界
で
は
大
き
な
論
争
が
起
き
て
い
ま
し
た
。
［
ＢＢ ＢＢ

］
、
観
客
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
最
上
階
ま
で

上
が
り
、
最
上
階
か
ら
地
上
階
へ
、
螺
旋
状
の
ス
ロ
ー
プ
を
下
り
な
が
ら
、
壁
面
に
（
いい いい

テ
ン
ジ

）
さ
れ
た
作
品

③
④

を
みみ みみ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
絵
の
鑑
賞
の
仕
方
に
、
美
術
界
は
喧
喧
諤
諤
。

⑤
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
［
ＣＣ ＣＣ

］
、
そ
の
話
で
持
ち
き
り
で
し
た
。
多
く
の
人
は
、
ラ
イ
ト
氏
の
設
計
に

異
を
唱
え
、
ス
ロ
ー
プ
を
下
り
な
が
ら
絵
を
み
る
な
ん
て
、
落
ち
着
い
て
み
ら
れ
な
い
。
絵
は
平
面
の
壁
に
テ
ン
ジ
し

て
、
真
っ
正
面
か
ら
み
る
べ
き
も
の
で
、
い
く
ら
建
築
界
の
巨
匠
、
ラ
イ
ト
先
生
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
で
は
困
る
、
と

ア
ー
テ
ス
ト
か
ら
も
非
難
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

［
ＤＤ ＤＤ

］
、
ラ
イ
ト
氏
は
、
絵
は
、
平
面
で
じ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

き
ま
り
は
な
い
。
寝
そ
べ
っ
て
み
て
も
い
い
し
、
坂
道
を
下
り
な
が
ら
み
た
っ
て
い
い
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
置
か
れ

⑥
て
も
、
絵
は
絵
で
す
。
い
ろ
ん
な
みみ みみ

か
た
が
あ
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
、
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
ラ
イ
ト
氏
の
言
う
と
お
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
［
ＥＥ ＥＥ

］
、
人
と
人
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
真

⑦
っ
正
面
か
ら
向
か
い
合
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
相
手
の
背
中
を
みみ みみ

て
い
る
こ
と
も
、
横
か
ら
み
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

み
か
た
を
変
え
れ
ば
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

⑧
ラ
イ
ト
氏
は
鑑
賞
の
仕
方
を
（
うう うう

ソ
ウ
ゾ
ウ

）
し
、
人
の
、
ア
ー
ト
と
の
関
わ
り
方
に
変
革
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
ま
た
、
美
術
館
建
築
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
（
ええ ええ

チ
ョ
メ
イ

）
な
建
築
評
論
家

⑨
は
、
今
の
現
代
美
術
館
は
、
ど
れ
も
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
よ
う
、
と
評
し
て
い
ま
す
。

私
の
、
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
と
の
関
わ
り
は
、
こ
の
当
時
の
館
長
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
ウ
イ
ー
ニ
ー
さ
ん
で
す
。

美
術
評
論
家
と
し
て
も
、
世
界
的
な
第
一
人
者
で
し
た
。
彼
は
、
私
の
ア
ッ
プ
タ
ウ
ン
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
来
る
と
、

初
期
の
（
おお おお

チ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ

）
作
品
を
そ
の
場
で
買
い
上
げ
て
、
美
術
館
に
収
蔵
し
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
に
来

た
と
き
も
、
私
の
作
品
を
み
る
た
め
に
、
国
立
京
都
国
際
会
館
へ
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

私
も
、
一
度
、
自
分
の
作
品
を
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
で
み
る
機
会
が
あ
り
、
斜
め
か
ら
み
れ
ば
、
愚
作
で
も
、

な
に
か
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
出
か
け
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
愚
作
は
愚
作
で
し
た
。

篠
田
桃
紅

篠
田
桃
紅

篠
田
桃
紅

篠
田
桃
紅
「「 「「
一
〇
三
歳

一
〇
三
歳

一
〇
三
歳

一
〇
三
歳
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
」」 」」
よ
り
よ
り

よ
り

よ
り

し

の

だ

と

う

こ

う



問
一

空
欄
Ａ
～
Ｅ

Ａ
～
Ｅ

Ａ
～
Ｅ

Ａ
～
Ｅ
に
左
群
か
ら
適
語
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
そ
れ
に
対
し
て

２
考
え
て
み
れ
ば

３
よ
る
と
さ
わ
る
と

４
と
い
う
の
も

５
そ
の
こ
ろ

問
二

空
欄
ああ ああ
～～ ～～
おお おお
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。

問
三

こ
の
文
章
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
最
適
な
も
の
を
左
群
よ
り
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
い
ろ
い
ろ
な
み
方
が
あ
っ
て
い
い

２
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
レ
ポ
ー
ト

３
グ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
か
ら
の
便
り

４
保
守
と
革
新
の
間
で

は

ざ

ま

５
革
新
的
な
芸
術
を
目
指
そ
う

６
愚
作
は
愚
作

問
四

傍
線
部
①
と
④
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
④
を
使
っ
て
単
文
を
作
り
な
さ
い
。

問
五

傍
線
部
②
は
何
に
つ
い
て
の
論
争
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
六

傍
線
部
③
⑥
⑦
に
入
れ
る
べ
き
漢
字
を
左
群
よ
り
選
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
見

２
看

３
診

４
観

５
視

問
七

傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
が
唱
え
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
八

傍
線
部
⑧
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
あ
な
た
の
言
葉
で
答
え
な
さ
い
。

問
九

傍
線
部
⑨
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
解
答
欄
の
書
き
出
し
に
続
け
る
形
で
二
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。
（
書
き

出
し
部
分
も
含
む
）

問
十

筆
者
の
ユ
ー
モ
ア
が
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
を
文
中
よ
り
一
文
で
指
摘
し
、
最
初
と
最
後
の
五
文
字
で
答
え
な

さ
い
。



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

号
名

点

社
会
人
入
学
試
験

国
語

解
答
用
紙

番
氏

得

問
一

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

あ
い

う
え

お
問
二

問
三

①
読
み

④
読
み

問
四

④
短
文

問
五

問
六

③
⑥

⑦

問
七

問
八

問
九

グ
ッ

ケ
ン

ハ
イ

ム
美

術
館

の

問
十

～



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

号
名

点

社
会
人
入
学
試
験

国
語

模
範
解
答

番
氏

得

＊
問
七
と
問
八
は
作
題
者
が
採
点
し
ま
す
。

問
一

Ａ
５

Ｂ
４

Ｃ
３

Ｄ
１

Ｅ
２

各
１

あ
い

う
え

お
問
二

眺
展

示
創

造
著

名
抽

象
各
１

問
三

１
３
点

①
読
み

ら
せ
ん

④
読
み

け
ん
け
ん
が
く
が
く

各
１

問
四

④
短
文

喧
喧
諤
諤
の
議
論
が
は
じ
ま
る
。

３
点

問
五

絵
の
鑑
賞
の
仕
方

３
点

問
六

③
４

⑥
４

⑦
１

各
１

問
七

伝
統
的
な
絵
の
鑑
賞
法
に
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

４
点

問
八

も
っ
と
自
由
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
。

４
点

問
九

グ
ッ

ケ
ン

ハ
イ

ム
美

術
館

の
マ

ネ
を

し
て

い
る

こ
と

マ
ネ

を
し

て
い

る
こ

と
マ

ネ
を

し
て

い
る

こ
と

マ
ネ

を
し

て
い

る
こ

と

４
点

問
十

私
も

、
一

度
～

作
で

し
た

。
４
点



 平成 30年度 八戸看護専門学校 社会人入学試験問題 英語  

 

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを１つずつ選び、a）～d）の記号で答えなさい。 

 

1.   I asked him (  ). 

     a)what is he doing  b)what he was doing  c)what he is doing  d)what are you doing  

 

2.   Is this David’s pen or (  )? 

     a)you  b)your  c)yours  d)your’s 

 

3.   (  ) interesting this book is! 

     a)How  b)How an  c)What  d)What an 

 

4.   He has two cats. One is brown and (  ) is white. 

     a)other  b)another  c)others  d)the other 

 

5.   Have you (  ) to New York? 

     a)been yet  b)ever been  c)ever gone  d)ever visited 

 

 

Ⅱ．次の日本語の意味にあうように語順を並べ替えて文を完成し、記号で答えなさい。 

 

1. 今すぐ出発しないと電車に乗り遅れますよ。 

(1.right  2.away  3. or  4.start) you will miss the train. 

 

2. ボブはとても親切なので、誰にも好かれています。 

Bob is (1.everyone  2.by  3.he  4.so  5.that  6.is  7.kind  8.liked). 

 

3. ワインをもう一杯いかがですか？ 

(1.glass  2.will  3.of  4.you  5.wine  6.have  7.another)? 

 

4. これはあなたへのメッセージです。 

 (1.message  2.is  3.here  4.you  5.a  6.for). 

 

5. その部屋には生徒は誰もいなかった。 

(1.any  2.the room  3.in  4.wasn’t  5.there  6.student) . 

 

 

 



Ⅲ．次の英文の     に、（   ）内の語を適する形になおして書きなさい。一語とは限りませ

ん。また完成した英文を日本語に直しなさい。 

 

1.   There        many people in the stadium last night. ( be ) 

 

2.         up early in a cold winter morning is very difficult. ( get ) 

 

3.   I want       in Europe someday. ( live ) 

 

4.   This book is        by many young people. ( read ) 

 

5.   Look at the man       a big hat. ( wear ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ

１．

３． 和訳：

３．

平成３０年度　八戸看護専門学校　社会人入学試験　英語　解答用紙

得点

受験番号 氏名

点

Ⅱ

１． 　　　→　　　　　→　　　　　→　　

２． 　　　→　 　　→　 　　→　 　　→　 　　→　 　　→　 　　→　 

５． 　　　→　　　　　→　　　　　→　　　　　→　　　　　→　　

２．

３． 　  　→　　　 　→　　　　 →　　　　 →　　　　 →　　　　 →　 　

４． 　　　→　　　　　→　　　　　→　　　　　→　　　　　→　　　　　

４． ５．

Ⅲ

１． 和訳：

２． 和訳：

４． 和訳：

５． 和訳：



各１点

各２点

２点

３点

to live

read

wearing

和訳：　昨夜スタジアムにはたくさんの人がいた。

和訳：　寒い冬の朝に早起きすることはとてもつらい。
和訳

５． 　５　→　　４　　→　　１　　→　　６　　→　　３　　→　　２

Ⅱ

１． 　４　→　　１　　→　　２　　→　　３

２． 　４　→　 ７　→　 ５　→　 ３　→　 ６　→　 ８　→　 ２　→　 １

　３　→　　２　　→　　５　　→　　１　　→　　６　　→　　４　　

b

３．

　２　→　　４　　→　　６　　→　　７　　→　　１　　→　　３　　→　　５

４．

b

２． ３． ４． ５．

平成３０年度　八戸看護専門学校　社会人入学試験　英語　模範解答

得点

受験番号 氏名

Ⅲ

１．

２．

点

Ⅰ

１．

c a d

３．

４．

５．

単語

和訳：　私はいつかヨーロッパに住みたい。

和訳：　この本は多くの若者に読まれている。

和訳：　大きな帽子をかぶっている男性を見てください。

were

Getting



 

 

平成３０年度 八戸看護専門学校 社会人入学試験問題 数学 

 

 

Ⅰ.次の各問いに答えなさい。 

 １）８％の食塩水が 300gある。この食塩水を水で薄めて６％の食塩水をつくるには、水を何グラム入

れると良いか。 

 ２） 31+=a のとき 122 +− aa の値を求めなさい。 

 ３） 2
1 =+
a

a のとき、
2

2 1

a
a + の値を求めなさい。  

 ４）1,2,3,4,5,6,7,から３つの数で３桁の自然数を作るとき、偶数となる確率を求めなさい。 

 

 

 

Ⅱ. )4(22 2 ++−= kkxxy について、次の問いに答えなさい。 

 １） 3=k の最小値とそのときの xの値を求めなさい。  

 ２）グラフが x軸と共有点をもたないとき、 k の値の範囲を求めなさい。 

 

 

Ⅲ. ABC∆ において、 °=∠== 60,4,6 AACAB のとき次の各問いに答えなさい。 

 １） BC の値を求めなさい。 

 ２） Bcos の値を求めなさい。 

 

 

 

Ⅳ.袋の中に１から６までの番号札が入っている。この中から同時に３枚取り出すとき、次の確率を求め

なさい。 

 １）取り出した札に 1の番号札も 2の番号札も含まれない確率。 

 ２）取り出した札に 1の番号札か 2の番号札のいずれか一方のみが含まれる確率。 



平成３０年度 八戸看護専門学校 社会人入学試験 数学 解答用紙 

受験番号  氏名  

 

 Ⅰ 

１）  

２）  

３）  

４）  

 Ⅱ １）  ２） 

 

 

 

 Ⅲ １）  ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅳ １）  ２） 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

点 



平成３０年度 八戸看護専門学校 社会人入学試験 数学 模範解答 

受験番号  氏名  

 

 Ⅰ 

１） １００ｇ                               ４点 

２） ３                                  ４点 

３） ２                                  ４点 

４） 
7

3
                                  ４点 

 Ⅱ １） 
2

3=x のとき最小値
2

5
 ２） 

 

 

42 〈〈− k  

 

 

各４点 

 Ⅲ １） 72  ２） 

 

 

 

7

72
 

 

 

各４点 

 Ⅳ １） 
5

1
 ２） 

 

 

 

5

3
 

 

 

各４点 

                      

 

点 



平
成
三
十
年
度
 
社
会
人
入
学
試
験
 

小
論
文

 

     【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
け
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
五
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

                     

八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



              八
戸
看
護
専
門
学
校
 

平
成
三
十
年
度
 
社
会
人
入
学
試
験
 
小
論
文
 

 
 「
社
会
人
に
な
っ
て
影
響
を
受
け
た
人
」
に
つ
い
て
、
八
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
て
下
さ
い
。
 

 



平
成

三
十

年
度

 
Ⅰ
期

一
般

入
学
試

験
 

問
題

用
紙
 

国
語
 

         【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
か
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
五
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
・
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

④
 
解
答
は
全
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
・
解
答
用
紙
と
も
回
収
し
ま
す
。
 

⑥
 
な

お
、

判
読

不
能

の
解

答
や

記
号

記
載

ミ
ス

は
得

点
と

な
ら

な
い

の
で

注
意

す
る

こ
と

。
 

 

               

八
戸

看
護

専
門
学

校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

Ⅰ
期
一
般
入
学
試
験
問
題

国
語

一一 一一
、、 、、
左左 左左
のの のの
文
章

文
章

文
章

文
章
はは はは
朝
日
新
聞

朝
日
新
聞

朝
日
新
聞

朝
日
新
聞
２
０
１
７

２
０
１
７

２
０
１
７

２
０
１
７
年年 年年
３３ ３３
月月 月月
８８ ８８
日
付

日
付

日
付

日
付
でで でで
掲
載

掲
載

掲
載

掲
載
さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た

さ
れ
た
投
書

投
書

投
書

投
書
のの のの
囲囲 囲囲
みみ みみ
記
事

記
事

記
事

記
事
とと とと
、、 、、
そ
れ
に

そ
れ
に

そ
れ
に

そ
れ
に
関関 関関
す
る

す
る

す
る

す
る

筆
者

筆
者

筆
者

筆
者
のの のの
意
見

意
見

意
見

意
見
で
す

で
す

で
す

で
す
。。 。。
読読 読読
ん
で

ん
で

ん
で

ん
で
後後 後後
のの のの
問問 問問
い
に

い
に

い
に

い
に
答答 答答
え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い
。。 。。

読
書

読
書

読
書

読
書
は
し
な
い
と
い
け
な
い
の

は
し
な
い
と
い
け
な
い
の

は
し
な
い
と
い
け
な
い
の

は
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？？ ？？

（
大
学
生
２
１
歳
・
男
性
）

「
大
学
生
の
読
書
時
間
『
０
分
』
が
５
割
に
」
（
２
月
２
４
日
朝
日
新
聞
朝
刊
）
と
い
う
記
事
に
、
懸
念
や
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
読
書
を
す
る
理
由
と
し
て
、
教
養
を
つ
け
、
新
し
い
価
値
観
に
触

れ
る
た
め
と
い
う
の
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
本
を
読
ま
な
い
の
は
良
く
な
い
と

①
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
高
校
生
の
時
ま
で
読
書
は
全
く
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
困
っ
た
こ
と
は
な
い
。

強
い
て
言
う
な
ら
文
字
を
追
う
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
大
学
受
験
で
苦
労
し
た
ぐ
ら
い
だ
。
大
学
で
は
教
育
学

②
部
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
教
育
や
社
会
一
般
に
関
す
る
書
籍
を
幅
広
く
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
読
書

が
生
き
る
上
で
の
糧
に
な
る
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
読
ま
な
く
て
も
生
き

て
い
く
上
で
問
題
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。
読
書
よ
り
も
ア
ル
バ
イ
ト
や
大
学
の

勉
強
の
方
が
必
要
と
感
じ
ら
れ
る
。
読
書
は
（
ＡＡ ＡＡ

ゴ
ラ
ク

）
や
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
よ
う
に
趣
味
の
範
囲

③
で
あ
り
、
読
ん
で
も
読
ま
な
く
て
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
問
題
視
さ
れ
る
の
か
。
も
し
、
読
書

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
確
固
た
る
理
由
が
あ
る
な
ら
教
え
て
頂
き
た
い
。

④
そ
こ
に
は
、
い
ま
の
社
会
に
支
配
的
な
、
あ
る
価
値
観
を
読
み
取
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
す
。
［
アア アア

］
、

そ
う
し
た
価
値
観
に
毒
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
読
書
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
、
「
自
分
の
頭
で
考
え
る
力
」

が
衰
え
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

投
書
し
た
大
学
生
は
決
し
て
（
ＢＢ ＢＢ

ト
ク
シ
ュ

）
な
人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
［
イイ イイ

］
、
同
じ
よ

⑤
う
な
考
え
や
感
覚
を
持
っ
た
人
た
ち
は
、
か
な
り
増
え
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
［
ウウ ウウ

］
、
こ
れ
は

教
育
と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
る
、
大
き
な
問
題
で
す
。

「
本
な
ん
か
は
役
に
立
た
な
い
か
ら
、
読
む
必
要
は
な
い
」
そ
ん
な
考
え
方
を
す
る
人
が
少
な
か
ら
ず
出
て
き
た
と

い
う
こ
と
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
遊
び
も
勉
強
も
習
い
ご
と
も
、
親
や
（
ＣＣ ＣＣ

マ
ワ

）
り
か
ら
、
よ
か
れ
と
思
っ

て
与
え
ら
れ
た
環
境
で
育
っ
た
人
が
多
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た
も
の
の
な
か
で
ば

⑥
か
り
生
き
て
い
る
と
、
「
自
分
の
頭
で
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
（
ＤＤ ＤＤ

ジ
リ
ツ

）
し
た
思

考
が
で
き
な
い
か
ら
、
た
ま
た
ま
与
え
ら
れ
た
狭
い
世
界
の
中
だ
け
で
解
決
し
て
し
ま
う
。
読
書
な
ん
て
し
な
く
て

い
い
と
い
う
人
た
ち
の
背
景
に
、
私
は
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

周
り
か
ら
与
え
ら
れ
た
狭
い
世
界
の
な
か
で
、
何
に
対
し
て
も
す
ぐ
に
実
利
的
な
結
果
を
求
め
る
。
そ
ん
な
生
き



方
は
、
［
エエ エエ

］
精
神
的
に
不
自
由
で
す
。
そ
れ
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と
を
、
本
人
は
（
ＥＥ ＥＥ

ツ
ユ

）

ほ
ど
も
感
じ
て
い
な
い
と
思
う
と
、
身
震
い
す
る
ほ
ど
、
自
由
の
世
界
へ
と
手
を
差
し
伸
べ
た
く
な
り
ま
す
。

人
は
自
由
と
い
う
価
値
観
を
求
め
て
、
長
い
間
、
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
努
力
し
、
工
夫
し
、
発
明
し
て
進
歩
し
て

き
た
果
て
に
、
い
ま
の
自
由
な
社
会
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
類
史
上
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
自
由
度
の
高
い
環
境
と

い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
何
で
も
あ
り
」
の
世
界
は
一
見
自
由
な
よ
う
で
す
が
、
自
分
の
軸
が

な
け
れ
ば
、
じ
つ
は
と
て
も
不
自
由
で
す
。
そ
れ
は
前
へ
進
む
た
め
の
羅
針
盤
や
地
図
が
な
い
の
と
同
じ
だ
か
ら
で

す
。
そ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
、
限
ら
れ
た
狭
い
な
か
で
し
か
動
け
ま
せ
ん
。
で
は
自
分
の
軸
を
持
つ
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
？

そ
れ
に
は
本
当
の
「
知
」
を
鍛
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
読
書
は
そ
ん
な
力
を
、
こ
の
上
な
く
も
た
ら
し
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。
［
オオ オオ

］
、
読
書
は
あ
な
た
を
ま
が
い
も
の
で
は
な
い
、
真
に
自
由
な
世
界
へ
と
導
い
て
く

れ
る
も
の
な
の
で
す
。

丹
羽
宇
一
郎

丹
羽
宇
一
郎

丹
羽
宇
一
郎

丹
羽
宇
一
郎
「「 「「
死死 死死
ぬ
ほ
ど

ぬ
ほ
ど

ぬ
ほ
ど

ぬ
ほ
ど
読
書

読
書

読
書

読
書
」」 」」
よ
り

よ
り

よ
り

よ
り

問
一

空
欄
Ａ
～
Ｅ
の
片
仮
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

空
欄
ア
～
オ
に
入
る
語
を
左
群
よ
り
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
す
な
わ
ち

２
し
か
し

３
で
す
か
ら

４
い
う
ま
で
も
な
く

５
お
そ
ら
く

６
も
し
も

７
実
は

問
三

傍
線
部
①
や
②
の
考
え
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
感
想
を
簡
潔
に
書

き
な
さ
い
。

問
四

傍
線
部
③
に
対
す
る
筆
者
の
回
答
は
何
か
。
文
中
の
表
現
を
用
い
て
三
十
五
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

問
五

傍
線
部
④
を
具
体
的
に
言
い
表
し
て
い
る
部
分
を
文
中
よ
り
二
十
五
字
以
内
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
六

傍
線
部
⑤
の
表
現
か
ら
筆
者
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
読
み
取
れ
る
か
。
一
語
で
答
え
な
さ
い
。

問
七

傍
線
部
⑥
に
つ
い
て
、
こ
の
表
現
を
言
い
換
え
て
い
る
表
現
を
文
中
よ
り
書
き
抜
き
な
さ
い
。

二二 二二
、、 、、
次次 次次
のの のの
文
章

文
章

文
章

文
章
をを をを
読読 読読
ん
で

ん
で

ん
で

ん
で
後後 後後
のの のの
問問 問問
い
に

い
に

い
に

い
に
答答 答答
え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い
。。 。。

二
匹
の
蛙
の
話
が
あ
り
ま
す
。
二
匹
の
蛙
が
ミ
ル
ク
の
入
っ
た
壺
の
ふ
ち
の
と
こ
ろ
で
飛
び
跳
ね
て
い
ま
し
た
。

突
然
、
ミ
ル
ク
壺
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
匹
の
蛙
は
、
あ
あ
も
う
駄
目
だ
、
と
叫
ん
で
（
ＡＡ ＡＡ

ア
キ
ラ

）

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ガ
ー
ガ
ー
泣
い
て
何
も
し
な
い
で
じ
っ
と
し
て
い
る
う
ち
に
（
ＢＢ ＢＢ

ケ
ッ
キ
ョ
ク

）
溺
れ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

も
う
一
匹
の
蛙
も
同
じ
よ
う
に
落
ち
た
の
で
す
が
、
し
か
し
何
と
か
し
よ
う
と
も
が
い
て
足
を
蹴
っ
て
一
生
懸

命
泳
ぎ
ま
し
た
。
す
る
と
足
の
下
が
固
ま
り
ま
し
た
。
ミ
ル
ク
が
チ
ー
ズ
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
ピ
ョ
ン
と

そ
の
上
に
乗
っ
て
外
に
飛
び
出
せ
ま
し
た
。

①私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。



ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
な
ん
と
か
し
よ
う
と
思
い
た
い
の
で
す
。
こ
れ
は
楽
天
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

楽
天
主
義
は
、
何
が
起
こ
っ
て
も
（
ＣＣ ＣＣ

ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ

）
、
何
が
起
こ
っ
て
も
悪
い
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
、

失
敗
す
る
は
ず
が
な
い
、
と
思
う
こ
と
で
す
。
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
だ
と
思
っ
て
何
も
し
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

楽
観
主
義
は
現
実
を
見
据
え
る
の
で
す
。
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
て
、
そ
こ
か
ら
出
発
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
子
ど
も
の
今
の
現
実
を
見
た
ら
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
で
は
な
い
の
で
す
が
今
あ
る
現
実
を
き
ち
っ
と
見
据
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
ま
す
。
こ
れ

を
［
ⅠⅠ ⅠⅠ

］
と
い
い
ま
す
。
［
ⅡⅡ ⅡⅡ

］
は
大
丈
夫
、
何
と
か
な
る
と
考
え
て
ケ
ッ
キ
ョ
ク
何
も

し
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
何
と
も
な
ら
な
い
と
い
う
［
ⅢⅢ ⅢⅢ

］
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
悲
観
主

義
は
状
況
に
対
す
る
勇
気
を
欠
い
て
お
り
、
何
と
も
な
ら
な
い
と
ア
キ
ラ
め
て
ケ
ッ
キ
ョ
ク
何
も
し
な
い
の
で
す
。

②ア
ド
ラ
ー
は
、
人
が
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
楽
天
的
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
人
は
ま
ち
が
い
な
く
悲
観
主
義
者
だ

と
い
っ
て
い
ま
す
。
敗
北
に
直
面
し
て
も
驚
い
た
ふ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
す
べ
て
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い

る
、
と
感
じ
、
楽
天
家
で
あ
る
よ
う
に
自
分
を
見
せ
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
観
主
義
で
も
楽
天
主
義
で
も
な
く
、
こ
こ
で
私
た
ち
が
選
べ
る
（
ＤＤ ＤＤ

セ
ン
タ
ク
シ

）
は
、

何
と
か
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
何
と
も
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
に
か
く
で
き
る
こ
と

を
や
ろ
う
と
思
っ
て
で
き
る
こ
と
を
す
る
…
…
…
こ
れ
が
［
ⅣⅣ ⅣⅣ

］
で
す
。
と
り
あ
え
ず
、
で
き
る
こ

と
を
し
て
み
れ
ば
事
態
は
変
わ
る
と
き
は
変
わ
り
ま
す
。

③
ア
ド
ラ
ー
は
［
ⅤⅤ ⅤⅤ

］
を
子
ど
も
た
ち
に
吹
き
込
む
必
要
を
説
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
方
、
世

界
は
薔
薇
色
で
あ
る
、
と
い
っ
た
り
、
逆
に
、
世
界
を
悲
観
的
な
言
葉
で
（
ＥＥ ＥＥ

ビ
ョ
ウ
シ
ャ

）
す
る
こ
と
を

避
け
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
ま
す
。
先
に
紹
介
し
た
二
匹
の
蛙
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ア
ド
ラ
ー
か
ら
聞
い
た

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ァ
ロ
ウ
は
ダ
ッ
ハ
ウ
の
強
制
収
容
所
に
い
た
と
き
、
こ
の
話
を
収
容
所
に
い
た
多
く
の
人
に

話
す
こ
と
で
人
々
を
無
気
力
か
ら
奮
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
っ
て
い
ま
す
。

問
題
は
す
ぐ
に
（

アア アア
）
す
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
（

イイ イイ
）
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
深
刻
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
（

ウウ ウウ
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
こ
と
で
す
。
人
生
を
楽

し
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
（

エエ エエ
）
で
な
け
れ
ば
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
い
る

と
き
、
「
ご
め
ん
、
今
の
な
か
っ
た
こ
と
に
し
て
、
も
う
一
回
や
ら
せ
て
」
と
い
う
人
が
い
た
ら
ゲ
ー
ム
は
つ
ま
ら

な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
（

オオ オオ
）
に
プ
レ
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
負
け
た
か
ら

と
い
っ
て
命
を
絶
つ
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
深
刻
で
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。

岸
見
一
郎

岸
見
一
郎

岸
見
一
郎

岸
見
一
郎
「「 「「
ア
ド
ラ
ー

ア
ド
ラ
ー

ア
ド
ラ
ー

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
入
門

心
理
学
入
門

心
理
学
入
門

心
理
学
入
門
」」 」」
よ
り

よ
り

よ
り

よ
り

問
一

空
欄
Ａ
～
Ｅ
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。

問
二

傍
線
部
①
の
「
そ
う
い
う
こ
と
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
文
中
よ
り
書
き
抜
き
な
さ
い
。



問
三

空
欄
Ⅰ
～
Ⅴ
に
入
る
語
を
左
群
よ
り
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
悲
観
主
義

２
楽
観
主
義

３
個
人
主
義

４
楽
天
主
義

問
四

傍
線
部
②
で
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
文
中
の
表
現
を
用
い
て
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
五

傍
線
部
③
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
六

空
欄
ア
～
オ
に
左
群
よ
り
適
語
を
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。
（
同
一
の
語
を
複
数
回
用
い
て
も
よ
い
）

１
真
剣

２
深
刻

３
解
決

４
終
息

５
失
敗

６
成
功



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

号
名

点

Ⅰ
期
一
般
入
学
試
験

国
語
解
答
用
紙

番
氏

得

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

問
一

Ｅ

問
二

ア
イ

ウ
エ

オ

問
三

一
問
四

問
五

問
六

問
七

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

問
一

Ｅ

問
二

二
問
三

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

問
四

問
五

問
六

ア
イ

ウ
エ

オ



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

号
名

点

Ⅰ
期
一
般
入
学
試
験

国
語
模
範
解
答

国
語
模
範
解
答

国
語
模
範
解
答

国
語
模
範
解
答

番
氏

得

Ａ
娯

楽
Ｂ

特
殊

Ｃ
周

Ｄ
自

立
２

問
一

各
Ｅ

露

２
問
二

ア
２

イ
５

ウ
３

エ
４

オ
１

各

問
三

そ
う
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
。
な
ど
（
は
っ
き
り
否
定
す
る
こ
と
）

６

読
書

は
あ

な
た

を
ま

が
い

も
の

で
は

な
い

、
真

に
一

問
四

６
自

由
な

世
界

へ
と

導
く

と
い

う
こ

と

た
ま

た
ま

与
え

ら
れ

た
狭

い
世

界
の

中
だ

け
で

解
問
五

６
決

し
て

し
ま

う

問
六

困
惑

悲
嘆

嘆
き

な
ど

（
怒
り
や
不
安
は
３
点
）

６

問
七

自
分
の
軸
を
持
つ

６

＊
問
三
、
問
六
は
作
題
者
が
採
点
し
ま
す
。

Ａ
諦

Ｂ
結

局
Ｃ

大
丈
夫

Ｄ
選
択
肢

２
問
一

各
Ｅ

描
写

問
二

何
と

か
し

よ
う

と
も

が
く

こ
と

５

問
三

Ⅰ
２

Ⅱ
４

Ⅲ
１

Ⅳ
２

Ⅴ
２

２
二

各

問
四

悲
観
主
義
は
状
況
に
対
す
る
勇
気
を
欠
い
て
お
り
、
何
と
も
な
ら
な
い
と
ア
キ
ラ
メ
て
ケ
ッ
キ
ョ

０
ク
何
も
し
な
い
か
ら
（
理
由
付
け
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
）

１

問
五

あ
ま
り
に
も
美
し
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
。

根
拠
の
な
い
楽
天
的
な
考
え
方
。
な
ど

０１

問
六

ア
３

イ
２

ウ
１

エ
１

オ
１

１各



 

平成 30年度 Ⅰ期一般入学試験  

問題用紙 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開かないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験

番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



 
 

 

 平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅰ期一般入学試験問題 英語  

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを１つずつ選び、a）～d）の記号で答えなさい。 

 

1.   Most people (  ) at least one cell phone today. 

     a)owned  b)own  c)owns  d)owing 

 

2.   We don’t know (  ) about it. 

     a)something  b)anything  c)nothing  d)many 

 

3.   Bob brought a (  ) of beer to the party. 

     a)piece  b)cup  c)bottle  d)dozen 

 

4.   We are (  ) to go to Italy this summer. 

     a)will  b)like  c)want  d)going 

 

5.   It’s cold. (  ) you close the window? 

     a)Are  b)Do  c)Will  d)When 

 

6.   Can you see the girl (  ) short hair? That’s Betty. 

     a)with  b)in  c)about  d)on 

 

7.   We didn’t (  ) to go to school last week. 

     a)must  b)need  c)had  d)going 

 

8.   This problem is very difficult. I can’t (  ) it. 

     a)ask  b)write  c)question  d)solve 

 

9.   If your child has a baby boy, he is going to be your (  ). 

     a)father  b)grandson  c)son  d)daughter 

 

10.  (  ) is a green, long vegetable. 

     a)cabbage  b)eggplant  c)cucumber  d)ginger 

 

 

Ⅱ．以下の英文は日記である。日本語になおしなさい。 

 

1.   Today I met one of my old friends on my way home. 



 
 

 

 

2.   We didn’t recognize each other at first. 

 

3.   I wasn’t sure, but I said hello to him. 

 

4.   He remembered my name and we shook hands. 

 

5.   Then we went to a coffee shop and we talked there. 

  

6.   I asked him how his family were doing. 

 

7.   He said he had moved from Hachinohe and lived in Iwate. 

 

8.   He is now married and lives with a wife and a daughter. 

 

9.   His parents still live in Hachinohe and are doing fine. 

 

10.  I was very glad to hear that. 

 

 

Ⅲ．次の日本語の意味にあうように語順を並べ替えて、記号で答えなさい。ただし、文頭の語も小文字

になっています。 

 

1. 何故彼は今日仕事を休んでいますか。 

 (1.is  2.he  3.absent  4.work  5.why  6. from) today? 

 

2. この英語の辞書は誰のものですか。 

 (1.dictionary  2.English  3.whose  4.this  5.is)? 

 

3. 誰も、海外に行ったことがありません。 

(1.abroad  2.been  3.nobody  4.has) . 

 

4. 私の車は彼の車よりもずっと大きい。 

(1.car  2.bigger  3.is  4.much  5.my  6.than  7.his ). 

 

5. どこに彼が住んでいるか知っていますか。 

(1.where  2.you  3.he  4.do  5.lives  6.know)? 

 



 
 

 

 

 

Ⅳ．次の英文を読み、あとの問いに答えなさい。 

 

  Mary was watching TV. She was also reading a book. Mary’s father came into the room and asked 

her, “Will it be fine tomorrow? What did the TV say? Didn’t you listen to it?” 

 “Oh, I’m sorry,” said Mary. “I wasn’t really listening.” 

 Has ①something like that happened to you? You hear something but you do not really pay 

attention to it. Hearing and listening are different. You can (  ②  ) many words and sounds and 

not pay attention to them. But you must pay attention to them when you (  ③  ). 

Being a good listener is not easy. It is not good only to hear the sounds of the words. One way to 

become a good listener is to think about the words and sounds that you have just heard. Listening 

needs thinking. 

 

1. 下線①はどのようなことを言っているのか。具体的に日本語で書きなさい。 

2. 文中の( ② )( ③ )に入るのに最も適当な語をそれぞれ文中から探して書きなさい。 

3. 本文で筆者の最も言いたいことは何か。ア～エから１つ選び、記号で答えなさい。 

ア To be a good listener, we should try not to do two different things at the same time. 

イ It is important for a good listener to know that hearing and listening are different. 

ウ To be a good listener, we should pay attention to the words and sounds and think about them. 

エ It is important for a good listener to pay attention to every word and sound that he hears. 

 

 

Ⅴ．次の各英文に、それぞれ 3語以上の英文を用いて返事をしなさい。 

1. Is it Tuesday today? 

2. Did you watch TV last night? 

3. Where do you come from? 

4. What season do you like the best? 

5. What can you do well? 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ

１．

１． 　　 　→　 　→　 　→　 　→　 　→　 　　　

平成３０年度　八戸看護専門学校　Ⅰ期一般入学試験　英語　解答用紙

得点

受験番号 氏名

点

２． ３． ４． ５．

１０．

４．

５．

６． ７． ８． ９．

３．

１．

２．

Ⅱ

６．

７．

８．

９．

１０．

Ⅲ

２． 　　 　→　 　→　 　→　 　→　 　

３． 　　 　→　 　→　 　→

４． 　　 　→　 　→　 　→　 　→　 　→　 　→　

５．  　　　→　 　→　 　→　 　→　 　→　 

③

３．

３．

４．

Ⅳ

１．

２． ②

５．

Ⅴ

１．

２．



各２点

各４点

各３点

３点

各２点

３点

各３点

listenⅣ

１．

２．

３．

テレビをつけていて音声が聞こえていても、内容が頭に入っていないような状況

　ウ

② ③hear

４．

５．

１． 　　Yes, it is. / No, it isn’t.

２． 　　Yes, I did. / No, I didn’t.

３． 　　I come from Aomori.

　　I can cook well.

Ⅱ

　　私たちは最初お互いに気づかなかった。

１０．　　私はそれを聞いてとても嬉しかった。

３． 　　私は自信は無かったが声をかけた。

２．

４． 　　彼は私の名前を覚えていて、我々は握手した。

平成３０年度　八戸看護専門学校　Ⅰ期一般入学試験　英語　模範解答

得点

受験番号 氏名

点

Ⅰ

１． ２． ３． ４． ５．

b b c d

　　今日、私は帰り道に古い友人に出会った。

c

６． ７． ８． ９． １０．

　　I like winter.

Ⅴ

（

解

答

例

）

a b d b c

１．

５． 　　そして我々は喫茶店に行き、そこで話した。

　　3　→　4　→　2　→　1

４．

６． 　　私は彼の家族が元気かどうかたずねた。

７． 　　彼は八戸を引っ越して、岩手に住んでいると言った。

８． 　　彼は今では結婚し、妻と娘と暮らしている。

　　5　→　1　→　3　→　4　→　2　→　6　→　7

５． 　　4　→　2　→　6　→　1　→　3　→　5

９． 　　彼の両親は今も八戸に住んでいて、元気にしている。

Ⅲ

１． 　　5　→　1　→　2　→　3　→　6　→　4　

２． 　　3　→　5　→　4　→　2　→　1　

３．



 

平成 30年度 Ⅰ期一般入学試験  

問題用紙 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開かないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験

番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



 

 

平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅰ期一般入学試験問題 数学 

 

 

Ⅰ.次の各問いに答えなさい。 

 1） yxyxyx ++−+ 222 を因数分解しなさい。 

 2） )321)(321( −−++ を計算しなさい。 

 3）不等式 0213 ≥−+x を解きなさい。 

 4）不等式 )2(2)1(7 axx +〈− を満たす xの中で、最大の整数が 2であるとき、aの値の範囲を求めなさ

い。 

 

Ⅱ.集合 { }10,9,8,7,6,5,4,3,2,1=U の部分集合 BA, について、 { }4=∩ BA 、 { }8,5,1=∩ BA  

{ }9,6,3,2=∩ BA のとき、次の問いに答えなさい。 

1） BA, を求めなさい。 

2） BA ∩ を求めなさい。  

 

Ⅲ.円に内接する四角形 ABCDにおいて， °=∠=== 120,5,5,3 DABDACDAB とする。次の各問いに

答えなさい。 

 1）対角線 BD の長さを求めなさい。 

 2）外接円の半径 R を求めなさい。 

 3） BC の長さを求めなさい。 

 

Ⅳ.2次不等式 0)2(22
〈+++ aaxx について、次の各問いに答えなさい。 

1） 1=a のとき解を求めなさい。 

2） 2次不等式が解をもたないような aの範囲を求めなさい。 

 

Ⅴ.男子 A,B,C,D,Eの５人、女子 F,G,H,Iの４人の計９人から委員３人を選ぶとき、次の確率を求めなさ

い。 

1）委員の中に Aが含まれる確率を求めなさい。 

2）委員が男子のみである確率を求めなさい。 

3）委員が男女混合である確率を求めなさい。 



平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅰ期一般入学試験 数学 解答用紙 

受験番号 
 

氏名 
 

 

 Ⅰ 

１）  

２）  

３）  

４）  

 Ⅱ １） 
A={        } 

B={        } 
２） {      } 

 Ⅲ １）  ２）  ３）  

 Ⅳ １）  ２）  

 Ⅴ １）  ２）  ３）  
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平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅰ期一般入学試験 数学 模範解答 

受験番号 
 

氏名 
 

 

 Ⅰ 

１） ))(12( yxyx ++−                           ５点 

２） 624 −−                               ５点 

３） 1,
3

1 −≤≥ xx                              ５点 

４） 1
2

1 ≤〈− a                       ５点（等号なしは３点） 

 Ⅱ １） 

{ }10,7,4=A   

{ }8,5,4,1=B     各５点 
２） { }10,7              １０点 

 Ⅲ １） 7      ７点 ２） 

3

37
    ６点 ３） 8       ７点 

 Ⅳ １） 解なし      ８点 ２） 21 ≤≤− a      １２点（等号なし８点） 

 Ⅴ １） 
3

1
      ６点 ２） 

42

5
     6点 ３） 

6

5
 8点（

42

35
は６点） 

 

                      

 

点 



平
成

三
十

年
度

 
Ⅰ
期

一
般

入
学
試

験
 

小
論
文

 

     【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
か
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
五
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

                     

八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



               八
戸
看
護
専
門
学
校
 

平
成
三
十
年
度
 
Ⅰ
期
一
般
入
学
試
験
 
小
論
文
 

  
「
高
校
時
代
に
体
験
し
た
困
難
と
克
服
」
に
つ
い
て
、
八
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
て
下
さ
い
。
 



 



平
成

三
十

年
度

 
Ⅱ
期

一
般

入
学
試

験
 

問
題

用
紙
 

国
語
 

         【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
け
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
五
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
・
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

④
 
解
答
は
全
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
・
解
答
用
紙
と
も
回
収
し
ま
す
。
 

⑥
 
な

お
、

判
読

不
能

の
解

答
や

記
号

記
載

ミ
ス

は
得

点
と

な
ら

な
い

の
で

注
意

す
る

こ
と

。
 

 

               

八
戸

看
護

専
門
学

校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

Ⅱ
期
一
般
入
学
試
験
問
題

国
語

一一 一一
、、 、、
次次 次次
のの のの
文
章
文
章

文
章

文
章
をを をを
読読 読読
ん
で
ん
で

ん
で

ん
で
後後 後後
のの のの
問問 問問
い
に
い
に

い
に

い
に
答答 答答
え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い
。。 。。

「
長
幼
の
序
」
は
、
年
齢
と
密
接
に
関
係
し
ま
す
。
相
手
の
年
齢
が
分
か
ら
な
い
と
、
日
本
語
は
「
あ
な
た
」
な
の

か
「
君
」
な
の
か
「
お
た
く
」
な
の
か
「
鈴
木
」
な
の
か
「
鈴
木
さ
ん
」
な
の
か
「
鈴
木
君
」
な
の
か
「
鈴
木
様
」
な

の
か
言
え
な
い
の
で
す
。
①

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
言
え
ば
、
そ
れ
が
日
本
語
の
細
や
か
さ
で
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
言
え
ば
、
自
分
と
相
手
の
関
係
、
つ

ま
り
相
手
の
階
層
が
分
か
ら
な
い
と
会
話
で
き
な
い
言
語
な
の
で
す
。

「
礼
儀
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
番
組
を
作
っ
た
時
、
日
本
人
一
〇
〇
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た

ＡＡ ＡＡ

？
と
い
う
質
問
の
答
え
は
、「
一
位
は
天
気
、
二
位
は
出
身
地
、
三
位
は
年
齢
」
で
し
た
。

見
事
に
、
相
手
の
階
層
、
つ
ま
り
自
分
と
の
関
係
を
知
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ＢＢ ＢＢ
？

と
い
う
質
問
に
は
、
「
一
位
が
家
族
、
二
位
が
お
金
、
三

位
が
年
齢
」
と
い
う
答
え
に
な
り
ま
し
た
。
初
対
面
の
相
手
の
年
齢
は
知
り
た
い
の
だ
が
、
面
と
向
か
っ
て
訊
き
に
く

い
と
い
う
微
妙
な
心
理
が
分
か
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
は
女
性
が
相
手
の
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
男
性
の

場
合
は
、
割
と
直
截
に
、
相
手
の
年
齢
を
訊
く
と
思
い
ま
す
。

②
実
は
西
洋
人
を
中
心
に
し
て
「
ど
う
し
て
日
本
人
は
初
対
面
で
い
き
な
り
年
齢
を
訊
く
の
か
？
」
と
い
う
納
得
で
き

な
い
怒
り
が
あ
る
の
で
す
。

イ
タ
リ
ア
人
女
性
が
言
い
ま
す
。
「
日
本
で
は
初
対
面
の
人
に
会
っ
て
二
分
で
年
齢
を
訊
か
れ
る
の
。
い
つ
も
そ
う

な
の
。
イ
タ
リ
ア
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
な
い
わ
。
年
齢
を
訊
く
こ
と
は
と
て
も
失
礼
な
こ
と
な
の
」
。
フ
ラ
ン

ス
人
男
性
が
言
い
ま
す
。
「
初
対
面
の
人
に
、
名
前
よ
り
先
に
年
齢
を
訊
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
。
」
日
本
人
な
ら
思
わ

③
ず
、
分
か
る
分
か
る
と
唸
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

ＣＣ ＣＣ
と
い
う
言
葉
も
聞
き
ま
す
。
そ
う
思
っ
て
み
る
と
、
新
聞
で
は
、
ど
の
記
事

で
も
必
ず
年
齢
が
括
弧
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
も
の
に
も
年
齢
は
必
要
な
の
か
、
と
い
う
記
事
に
も
丁
寧
に
年

齢
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

新
聞
は
、
相
手
の
年
齢
が
分
か
ら
な
い
と
何
も
言
え
な
い
「
世
間
」
の
言
語
で
あ
る
日
本
語
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
か

ら
、
で
し
ょ
う
か
。

④西
洋
で
は
年
齢
を
気
に
し
ま
せ
ん
。
英
語
で
は
、
「

H
e

is
m

y
brother.」

と
い
う
表
現
で
、
兄
弟
と
い
う
こ
と
は
言

い
ま
す
が
、
兄
な
の
か
弟
な
の
か
は
問
題
に
し
な
い
の
で
す
。
ブ
ラ
ザ
ー
や
シ
ス
タ
ー
と
い
う
表
記
だ
け
で
、
結
局
、

兄
な
の
か
弟
な
の
か
姉
な
の
か
妹
な
の
か
分
か
ら
な
い
英
語
で
書
か
れ
た
物
語
、
な
ん
て
の
も
普
通
に
あ
り
ま
す
。

番
組
に
出
て
い
た
中
国
人
女
性
も
、
「
中
国
で
も
年
齢
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
」
と
い
い
ま
し
た
。
た
だ
、
韓
国
人

⑤
女
性
が
「
韓
国
で
は
日
本
よ
り
気
に
す
る
と
思
い
ま
す
。
一
歳
で
も
大
き
な
違
い
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
西
洋
は
全

く
気
に
せ
ず
、
ア
ジ
ア
で
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
男
性
が
、
「
日
本
の
会
社
で
重
視
さ
れ
る
の
は
能
力
よ
り
も
年
齢
な
ん
で
す
。
有
能
で
も
二
五



⑥
歳
な
ら
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
」
と
言
い
、
ア
メ
リ
カ
人
女
性
が
「
年
上
だ
か
ら
優
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
わ
。
日
本
人

は
年
齢
で
判
断
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
失
っ
て
い
る
わ
」
と
言
い
ま
し
た
。

鴻
上
尚
史

鴻
上
尚
史

鴻
上
尚
史

鴻
上
尚
史
「「 「「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」」 」」
よ
り
よ
り

よ
り

よ
り

こ

う

か

み

し

よ

う

じ

問
一

傍
線
部
①
に
つ
い
て
、
「
細
や
か
さ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
二
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

問
二

空
欄
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
入
れ
る
べ
き
表
現
は
何
か
。
そ
れ
ぞ
れ
左
群
よ
り
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
初
対
面
の
人
へ
の
配
慮
は
何
で
す
か
？

２
初
対
面
の
人
の
印
象
を
重
視
し
ま
す
か
？

Ａ
３

初
対
面
の
人
へ
年
齢
を
訊
き
ま
す
か
？

４
初
対
面
の
人
の
言
動
を
忖
度
し
ま
す
か
？

そ

ん

た

く

５
初
対
面
の
人
と
の
話
題
は
何
で
す
か
？

１
初
対
面
の
人
を
安
心
さ
せ
る
話
題
は
何
で
す
か
？

２
初
対
面
の
人
を
喜
ば
せ
る
会
話
は
何
で
す
か
？

Ｂ
３

初
対
面
の
人
が
知
り
た
が
る
話
題
は
何
で
す
か
？

４
初
対
面
の
人
と
の
会
話
の
タ
ブ
ー
は
何
で
す
か
？

５
初
対
面
の
人
と
の
理
想
の
話
題
は
何
で
す
か
？

１
日
本
人
は
年
齢
の
扱
い
が
ぞ
ん
ざ
い
だ

２
日
本
人
は
年
功
序
列
に
依
存
す
る

Ｃ
３

日
本
人
は
年
齢
を
気
に
し
す
ぎ
る

４
日
本
人
は
年
齢
に
無
頓
着
す
ぎ
る

５
日
本
人
は
長
幼
の
序
に
縛
ら
れ
て
い
る

問
三

傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
日
本
人
は
な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
。
文
中
の
表
現
を
用
い
て
二
十
五
字
以
内
で
答
え
な
さ

い
。

問
四

傍
線
部
③
を
具
体
的
な
表
現
や
動
作
で
表
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
五

傍
線
部
④
に
つ
い
て
、
で
は
何
を
気
に
す
る
の
か
。
文
中
よ
り
一
語
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
六

傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
。
解
答
欄
の
様
式
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
文
中
よ
り
表
現
を
書
き
抜

き
な
さ
い
。

問
七

傍
線
部
⑥
に
つ
い
て
、
「
い
ろ
ん
な
可
能
性
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。



二二 二二
、、 、、
次次 次次
のの のの
文
章
文
章

文
章

文
章
をを をを
読読 読読
ん
で
ん
で

ん
で

ん
で
後後 後後
のの のの
問問 問問
い
に
い
に

い
に

い
に
答答 答答
え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い
。。 。。

①
「
世
間
」
は
古
来
我
が
国
の
国
家
体
制
の
下
部
機
構
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
々
が
「
世
間
」

を
世
の
中
と
し
て
謳
っ
て
き
た
も
の
は
国
家
で
も
社
会
で
も
な
く
、
人
々
が
長
い
間
（
ＡＡ ＡＡ

ハ
グ
ク

）
ん
で
き
た
原

社
会
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
は
じ
め
は
地
域
の
神
々
を
中
心
と
す
る
信
仰
の
場
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
間
が
織
り
な
す
関
係
の
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
の
は
じ
め
は
自
然
界
と
深
い
関
係
を

持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
家
機
構
と
直
接
の
関
係
を
持
た
ず
、
そ
の
下
部
機
構
に
な
っ
た
こ
と
も
な
い
た
め
に
、

「
世
間
」
は
人
々
が
世
界
を
見
る
と
き
の
基
礎
と
な
り
、
誰
も
が
「
世
間
」
と
い
う
言
葉
で
そ
れ
ぞ
れ
の
視
覚
で
そ
の

時
々
の
世
の
中
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
世
間
」
は
人
々
の
生
活
の
枠
組
み
で
あ
り
、
人
々
の
世
界
観
で
も
あ
っ
た
。
生
活
の
基
準
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
世
間
」
に
は
目
に
見
え
る
標
識
も
な
く
、
堅
い
仲
間
意
識
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
特
定
の
自
然
環
境
の

中
で
醸
成
さ
れ
て
き
た
共
通
感
覚
が
あ
り
、
そ
れ
は
緩
い
結
び
つ
き
で
あ
り
な
が
ら
、
し
ぶ
と
く
人
々
に
ま
つ
わ
り
つ

い
て
い
た
。
そ
の
「
世
間
」
か
ら
の
逸
脱
は
そ
の
地
域
と
い
う
場
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
人
々
は
自
分
の
「
世

間
」
の
中
に
い
る
と
き
に
は
心
安
ら
か
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
を
離
れ
る
と
た
ち
ま
ち
不
安
に
襲
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

②
国
家
形
成
が
進
み
、
都
市
化
が
（
ＢＢ ＢＢ

シ
ン
テ
ン

）
し
、
近
代
化
が
始
ま
る
と
「
世
間
」
も
変
化
を
迫
ら
れ
た
。

な
に
よ
り
も
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
「
世
間
」
の
な
か
で
人
間
関
係
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国

家
形
成
も
都
市
化
も
近
代
化
も
必
ず
し
も
人
々
の
生
活
に
す
ぐ
に
な
じ
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
人
々
は
こ
う
し
た
動

き
の
中
で
（
ＣＣ ＣＣ

テ
イ
コ
ウ

）
の
意
志
を
（
ＤＤ ＤＤ

ヒ
）
め
て
「
世
間
」
意
識
を
（
ＥＥ ＥＥ

イ
ジ

）
し
続
け
た
の
で

あ
る
。
「
世
間
」
は
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
原
基
的
意
識
形
態
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
世
間
」
の
な
か
に
は
と
き
に

③
は
政
治
の
中
枢
に
す
り
よ
る
も
の
も
あ
っ
た
し
、
そ
の
近
く
で
利
益
を
享
受
す
る
も
の
も
い
た
。
し
か
し
い
ず
れ
の
場

合
も
制
度
そ
の
も
の
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
常
に
制
度
の
外
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

「
世
間
」
は
長
い
間
現
状
を
良
し
と
し
て
き
た
。
変
革
は
望
ま
れ
な
か
っ
た
。
「
世
間
」
の
現
状
が
ど
の
よ
う
な
も
の

④
で
あ
る
か
さ
え
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
人
々
の
身
体
に
付
着
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「
世
間
」
が
対
象

化
さ
れ
、
客
観
的
に
分
析
し
う
る
よ
う
に
な
る
と
す
れ
ば
、
「
世
間
」
を
変
え
、
そ
れ
を
通
し
て
社
会
や
制
度
を
変
え
て

行
く
道
は
開
け
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
「
世
間
」
は
柔
ら
か
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
棒
打
た
れ

⑤
の
ソ
ル
ス
テ
イ
ン
」
の
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
何
ら
か
の
制
度
で
は
な
く
、
人
間
の
質
が
最
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

阿
部
謹
也

阿
部
謹
也

阿
部
謹
也

阿
部
謹
也
「「 「「
教
養
教
養

教
養

教
養
と
は
と
は

と
は

と
は
何何 何何
かか かか
」」 」」
よ
り
よ
り

よ
り

よ
り

あ

べ

き

ん

や

問
一
空
欄
Ａ
～
Ｅ
の
片
仮
名
を
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。

問
二

傍
線
部
①
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
「
制
度
」
と
い
う
語
を
用
い
、
解
答
欄
の
様
式
に
従
っ
て
十
字
以
内
で
答
え
な

さ
い
。

問
三

今
の
あ
な
た
に
と
っ
て
「
世
間
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
解
答
欄
の
様
式
に
従
っ
て
自
由
に
書
き
な
さ
い
。



問
四
「
世
間
」
の
「
核
」
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
文
中
よ
り
二
十
字
前
後
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
五
傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
、
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
六

傍
線
部
③
に
つ
い
て
、
こ
れ
と

同
じ
意
味
を

述
べ
て
い
る
部
分
を
文
中
よ
り

指
摘
し
、
最

初
と
最
後
の
五
文
字

を
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
七
傍
線
部
④
に
つ
い
て
、
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
一
文
を
文
中
よ
り
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
八
傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で
「
重
要
」
な
の
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

号
名

得

Ⅱ
期
一
般
入
学
試
験

国
語
解
答
用
紙

番
氏

点

問
一

問
二

Ａ
Ｂ

Ｃ

問
三

一

問
四

問
五

問
六

に
拘
る
か
ら
。

問
七

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

問
一

Ｅ

問
二

世
間
は

と
い
う
こ
と
。

問
三

私
に
と
っ
て
「
世
間
」
と
は

二

問
四

問
五

問
六

～

問
七

問
八



平
成
三
十
年
度

八
戸
看
護
専
門
学
校

Ⅱ
期
一
般
入
学
試
験

国
語

模
範
解
答

相
手

の
立

場
に

合
わ

せ
た

問
一

５
点

表
現

を
す

る
こ

と

問
二

Ａ
５

Ｂ
４

Ｃ
３

各
５
点

相
手

の
階

層
、

つ
ま

り
自

分
と

の
問
三

５
点

関
係

を
知

ろ
う

と
す

る
か

ら
一

問
四

同
意
す
る
、
同
感
す
る
、
そ
う
そ
う
、
う
ん
う
ん
、
な
ど

５
点

問
五

能
力

（
書
き
抜
き
）

５
点

問
六

○
長
幼
の
序

○
相
手
の
年
齢

（
に
拘
る
か
ら
。
）

（
○
印
の
い
ず
れ
か
書
き
抜
き
）

５
点

○
能
力
よ
り
も
年
齢

問
七

年
齢
で
は
は
か
り
き
れ
な
い
相
手
の
能
力
な
ど
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と

（
作
題
者
採
点
）
⒑
点

Ａ
育育 育育

Ｂ
進

展
進

展
進

展
進

展
Ｃ

抵
抗

抵
抗

抵
抗

抵
抗

Ｄ
秘秘 秘秘

問
一

Ｅ
維

持
維

持
維

持
維

持
各
２
点

問
二

世
間
は

制
度

で
は

な
か

っ
た

と
い
う
こ
と
。

５
点

問
三

私
に
と
っ
て
「
世
間
」
と
は

（
作
題
者
採
点
）

⒑
点

二
特

定
の

自
然

環
境

の
中

で
醸

成
問
四

（
書
き
抜
き
）

５
点

さ
れ

て
き

た
共

通
感

覚

○
共
通
感
覚
が
失
わ
れ
る
か
ら

問
五

○
人
間
関
係
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

（
○
印
の
い
ず
れ
か
で
可
）

５
点

○
対
象
化
さ
れ
客
観
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

問
六

「
世

間
」

は
～

な
か

っ
た

。
（
書
き
抜
き
）

５
点

問
七

○
「
世
間
」
は
人
々
の
生
活
の
枠
組
み
で
あ
り
、
人
々
の
世
界
観
で
も
あ
っ
た
。

○
「
世
間
」
は
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
る
原
基
的
意
識
形
態
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

５
点

（
○
印
い
ず
れ
か
書
き
抜
き
）

問
八

○
世
間
を
変
え
る
と
い
う
意
味
で
。

○
社
会
や
制
度
を
変
え
て
い
く
と
い
う
意
味
で
。

（
○
印
い
ず
れ
か
で
可
）

５
点



 

平成３０年度 Ⅱ期一般入学試験  

問題用紙 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開けないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験

番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



 

平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅱ期一般入学試験問題 英語 

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを１つずつ選び、記号で答えなさい。 

 

1.   Let’s go shopping if it (  ) fine tomorrow. 

     a) is  b)be  c)will  d)will be  

 

2.   When I came home, my brother (  ). 

     a)sleep  b)sleeps  c)slept  d)was sleeping 

 

3.   A (  ) keeps our house warm. 

     a)fridge  b)oven  c)heater  d)stove 

 

4.   He is a vegetarian and (  ) eats meat. 

     a)often  b)sometimes  c)always  d)never 

 

5.   Mt. Fuji is (  ) than any other mountain in Japan. 

     a)high  b)higher  c)highest  d)the highest 

 

6.   It is time for us to stop (  ) and work. 

   a)talk  b)talking  c)to talk  d)talked 

 

7.   Staying in foreign countries is a good (  ) for young people. 

     a)experience  b)experiment  c)expect  d)excuse 

 

8.   A: What is the new teacher like? 

B: He (  ). 

     a)likes sports  b)is liked by students  c)is tall and handsome  d)is like sports 

 

9.   A: Would you mind my opening the window? 

     B: (  ). 

a)Sure  b)Not at all  c)Yes, I would  d)Go for it 

 

10.  Tom visited me (  ) about our trip. 

     a)talk  b)talked  c)to talk  d)talking 

 

Ⅱ．次の日本語の意味にあうように、カッコ内の語を並べ替えて、順に記号で答えなさい。 

 

1. トムは、クラスの他のどの生徒よりも泳ぎがうまい。（一語不要） 

Tom (1.than  2.other  3.swims  4.any  5.boy  6.better  7.boys) in his class. 



 

2. そのコーヒーは熱すぎて飲めませんでした。（一語不要） 

 (1.too  2.coffee  3.hot  4.I  5.was  6.to  7.the  8.drink). 

 

3. その曲はドビュッシーによって作曲されました。 

(1.composed  2.by  3.was  4.Debussy  5.the music). 

 

4. 父は 1時間で戻ります。 

(1. father  2.will  3.back  4.my  5.in  6.be  7. hour  8.an). 

  

5. お金を稼ぐのは楽ではありません。 

(1.is  2.to  3. make  4.it  5.easy  6.not  7.money). 

 

Ⅲ．次の英文を読み、質問に答えなさい。 

 

  One day a man was walking along the river. He saw something in the water. It was a small piece 

of gold, and there were other pieces like it in the water. Some were big, some were small. ①The 

man who found these pieces of gold in the water became a rich man at once. 

  Everyone wanted to be rich. Many men came from every place to find gold. They bought all the 

ground near the river. They made big holes in it, and tried to find more gold. 

  Tom was one of those men who came to find gold. He was a good man who worked hard. He 

bought the last piece of ground. It was a long way from the river. ②No one else wanted to buy it. 

But Tom spent all his money for it. He worked hard every day, but he never found single piece of 

gold. After six months he had no money to buy even bread. He was a poor man, with only a piece of 

ground. 

  Then one night, it ③began to rain hard. It rained for three days and three nights. When at last 

the rain stopped, Tom came out of his small house and looked at his piece of ground. There were 

small plants all over the ground. 

  “There may be no gold here,” Tom said. “But ④this ground is rich. I can grow flowers here and 

sell the flowers. The women in this town will want flowers to put in their houses. If I grow good 

flowers here, I will make money, too. ⑤One day I may be a rich man like the others.” 

  So Tom began to grow flowers. Again he worked hard for many months. Soon his piece of ground 

became full of beautiful flowers. 

  When these flowers became big, he cut down and took them to the town. After five years he was a 

rich man. People talked about his flowers all over the country. 

  ⑥He married a girl who loved flowers, too, and they had three sons. Tom is now an old man, but 

his three sons grow flowers. 

  “⑦ I was the only man who found true gold here,” he often says. “The others took their gold out of 

the ground and went away. But my gold is still here.” 

 

 



 

1. 下線①②⑤⑥⑦の英文を日本語に直しなさい。 

2. 下線③の動詞の現在形と過去分詞を答えなさい。 

3.  Tomはなぜ下線④のように考えたのですか。次のア～エから最も適当なものを選びなさい。 

ア．黄金が多く見つかる土地だから。 

イ．植物が一面に生える土地だから。 

ウ．最後になって買った土地だから。 

エ．川が地殻を流れている土地だから。 

4.  金を掘り出した人たちはその後どうしましたか。日本語で説明しなさい。 

5.  次のア～エの英文のうち、本文の内容に合っているものを 1つ選び、記号で答えなさい。 

  ア．Tom soon became rich, because he found a lot of gold in the river. 

  イ．Tom does not try to find gold in the water any more, because he is too old. 

  ウ．Tom cut down and sold his flowers, because his wife didn’t like them 

  エ．Tom became rich, because he stayed at the place and grew flowers. 

 

 

Ⅳ．次の各英文に、それぞれ 3語以上の英文を用いて返事をしなさい。 

1. What month is it today? 

2. Do you drive? 

3. Who is your favorite singer? 

4. Where do you come from? 

5. Can you swim? 

 

Ⅴ．「私の好きな事」という題で、20語以上の英作文を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ

１ 　　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　

２ 　　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　

４

５

　　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　

　　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　

　　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　　 →　　

３

６ ７ ８ ９ １０

Ⅰ

１ ２ ３ ４ ５

⑦

平成３０年度　八戸看護専門学校　Ⅱ期一般入学試験　英語　解答用紙

得点

受験番号 氏名

点

Ⅲ

１

①

②

⑤

⑥

２
現在形　　 過去分詞　　

３

４

５

Ⅳ

１

２

５

Ⅴ

３

４



各２点

各３点

各４点

各３点

３点

３点

３点

各３点

１５点

Ⅴ（

解
答
例）

Ⅰ

②

Ⅳ（

解
答
例）

１ 　It is February.

Ⅲ

６ ７ ８ ９

　他に誰もそれを買いたくなかった。

b c

４

⑦

２ 　Yes, I do. / No, I don't.

平成３０年度　八戸看護専門学校　Ⅱ期一般入学試験　英語　模範解答

得点

受験番号 氏名

点

１ ２ ３ ４ ５

a ｄ c ｄ b

１０

b a c

　I come from Morioka.

２

４ 　金を掘り出した後、去っていった。

Ⅱ

１ 　　３　 →　６　 →　１　 →　４　 →　２　 →　５

２ 　　７　 →　２　 →　５　 →　１　 →　３　 →　６　 →　８

３ 　　５　 →　３　 →　１　 →　２　 →　４

３ 　I like Stevie Wonder

　　４　 →　１　 →　２　 →　６　 →　３　 →　５　 →　８　 →　７　

５ 　　４　 →　１　 →　６　 →　５　 →　２　 →　３　 →　７　

　いつか、他の人たちのように、自分も金持ちになるかもしれない。

現在形　　begin 過去分詞　　begun

５ エ

５ 　Yes, I can. / No, I can't.

４

My hobby is cooking. When I have some free time, I cook for my family.

When my mother is too busy, I cook for my family.

She says “Thank you” and I am happy.

３

１

　彼は花が大好きな女の子と結婚しました。⑥

　水中にこれらの金の粒を見つけた男性はすぐに金持ちになった。①

　私はここで本当の黄金を見つけた唯一の男だ。

イ

⑤



 

平成３０年度 Ⅱ期一般入学試験  

問題用紙 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開けないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験

番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



 

 

平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅱ期一般入学試験問題 数学 

 

 

Ⅰ.次の各問いに答えなさい。 

 １） )324)(423( 22 xxxx −++− を展開しなさい。 

 ２）
2

1
2 〈〈− a のとき、 44144 22 ++++− aaaa を簡単にしなさい。 

 ３）
222 2 cbcba −+− を因数分解しなさい。 

 ４）条件「 3=x または 3−=x 」の否定を述べなさい。 

 

 

Ⅱ.放物線 )34(42 ++−= aaxaxy ・・・①について次の各問いに答えなさい。 

1） 放物線①の頂点の座標を求めなさい。 

2） 放物線①を x軸方向へ２、 y 軸方向へ３平行移動したとき、放物線 cbxxy +−= 22 となった。

cba ,, の値を求めなさい。 

 

 

Ⅲ.△ ABCにおいて °=∠=+ 60,2 ACAAB で AB の中点をM とする。次の各問いに答えなさい。 

 1） xAM = とするとき
2CM を xを用いて表しなさい。 

 2）CM の最小値を求めなさい。 

 

 

Ⅳ.１００以上２００以下の正の整数の集合をU とする。U の要素の中で次の個数を求めなさい。 

1） 7で割り切れる数。 

2） 4または 7で割り切れる数。 

3） 7で割り切れないが 4で割り切れる数。 

 

 

Ⅴ.１０本のくじに当たりくじが４本ある。このくじを A,Bの２人がこの順番で１本ずつ引く。 

ただし、引いたくじは戻さないものとする。次の各問いに答えなさい。 

1） A,Bともに当たりくじを引く確率を求めなさい。 

2） Aがはずれくじを引き、Bが当たりくじを引く確率を求めなさい。 

3） Bが当たりくじを引く確率を求めなさい。 



平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅱ期一般入学試験 数学 解答用紙 

受験番号 
 

氏名 
 

 

 Ⅰ 

１）  

２）  

３）  

４）  

 Ⅱ １）  ２）  

 Ⅲ １）  ２）  

 Ⅳ １）  ２）  ３）  

 Ⅴ １）  ２）  ３）  

 

                      

 

点 



平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅱ期一般入学試験 数学 模範解答 

受験番号 
 

氏名 
 

 

 Ⅰ 

１）  164129 234 +−+− xxx                      ５点                         

２）  3+− a                              ５点                 

３） ))(( cbacba +−−+                        ５点 

４） 3≠a かつ 3−≠a                          ５点                               

 Ⅱ １） )3,2(     ５点 ２） 

38,16,2 === cba      各５点 

計１５点 

 Ⅲ １） 4107 2 +− xx    １０点 ２） 

7

21
            １０点 

 Ⅳ １） １４    ６点 ２） ３６   ７点 ３）  ２２    ７点 

 Ⅴ １） 
15

2
     7点 ２）  

15

4
    ７点 ３） 

5

2
     6点 

 

                      

 

点 



平
成

三
十

年
度

 
Ⅱ
期

一
般

入
学
試

験
 

小
論
文

 

     【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
け
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
五
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

                     

八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



               八
戸
看
護
専
門
学
校
 

平
成
三
十
年
度
 
Ⅱ
期
一
般
入
学
試
験
 
小
論
文
 

  
「
自
分
ら
し
さ
」
（
あ
な
た
自
身
）
に
つ
い
て
八
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
て
く
だ
さ
い
。
 



 



平
成

三
十

年
度

 
Ⅲ
期

一
般

入
学
試

験
 

問
題

用
紙
 

国
語
 

         【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
け
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
五
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
・
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

④
 
解
答
は
全
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
・
解
答
用
紙
と
も
回
収
し
ま
す
。
 

⑥
 
な

お
、

判
読

不
能

の
解

答
や

記
号

記
載

ミ
ス

は
得

点
と

な
ら

な
い

の
で

注
意

す
る

こ
と

。
 

 

               

八
戸

看
護

専
門
学

校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



平
成
三
十
年
度
八
戸
看
護
専
門
学
校
Ⅲ
期
一
般
入
学
試
験
問
題
国
語

一一 一一
、、 、、
次次 次次
のの のの
文
章

文
章

文
章

文
章
をを をを
読読 読読
ん
で

ん
で

ん
で

ん
で
後後 後後
のの のの
問問 問問
い
に

い
に

い
に

い
に
答答 答答
え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い
。。 。。

話
は
七
年
前
の
夏
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
頃
私
は
、
午
前
中
は
読
書
に
過
し
、
午
後
は
、
ロ
ー
マ
の
街
に
（

ＡＡ ＡＡ
サ

ン
ザ
イ

）
す
る
遺
跡
や
美
術
館
を
見
て
歩
く
と
い
う
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。
そ
の
日
も
、
当
時
借
り
て
い
た
市
の
中

心
に
あ
る
私
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
歩
い
て
行
け
る
、
ロ
ー
マ
国
立
美
術
館
の
中
で
、
午
後
を
過
す
つ
も
り
で
い
た
。
ヴ
ェ

ネ
ト
通
り
を
下
り
、
ビ
ソ
ラ
ー
テ
イ
通
り
を
上
っ
て
し
ば
ら
く
行
く
と
、
エ
セ
ド
ラ
の
噴
水
の
あ
る
広
場
に
出
る
。
昼

食
を
終
え
た
ば
か
り
の
こ
の
時
刻
は
南
欧
特
有
の
習
慣
で
あ
る
午
睡
の
時
間
に
あ
た
る
の
で
、
（
ＢＢ ＢＢ

ガ
イ
ロ

）
に
も

広
場
に
も
人
影
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
（
中
略
）

①
陳
列
室
に
も
人
影
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
中
庭
に
も
誰
も
い
る
気
配
が
な
い
。
ロ
ー
マ
で
は
最
も
静
か
な
こ
の
時
刻

に
、
誰
の
（

ＣＣ ＣＣ
ジ
ャ
マ

）
も
な
く
、
私
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
こ
と
に
満
足
し
て
、
私
は
そ
こ

に
近
づ
い
た
。

［
アア アア

］
、
誰
も
居
な
い
と
思
っ
て
い
た
そ
の
場
所
に
、
男
が
一
人
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
濃
い
緑
色
の
シ

ャ
ツ
の
背
中
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
、
私
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
前
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。
私
は
、
今
ま
で
の
満
足
感
を
台
無

②
し
に
さ
れ
た
思
い
で
、
自
分
勝
手
な
不
機
嫌
さ
を
も
て
あ
ま
し
な
が
ら
じ
っ
と
そ
の
男
の
背
中
を
に
ら
ん
で
い
た
。
何

も
こ
の
時
刻
に
、
［

イイ イイ
］
、
よ
り
に
よ
っ
て
私
の
お
気
に
入
り
の
（

ＤＤ ＤＤ
チ
ョ
ウ
コ
ク

）
の
前
に
、
と
思
い

な
が
ら
。

と
そ
の
時
、
男
も
人
の
気
配
を
感
じ
た
と
み
え
て
振
り
返
っ
た
。
そ
の
薄
い
肩
と
こ
わ
い
黒
髪
と
で
、
私
は
直
感
的

に
日
本
人
だ
と
思
っ
た
。
彼
も
、
私
を
日
本
人
と
見
た
ら
し
い
。
ご
く
自
然
に
、
私
た
ち
は
黙
礼
を
か
わ
し
た
か
ら
。

ど
ち
ら
が
先
に
話
し
か
け
た
の
か
は
お
ぼ
え
て
い
な
い
。
そ
し
て
私
た
ち
二
人
の
会
話
が
、
ど
ん
な
話
題
か
ら
は
じ

ま
っ
た
の
か
も
、
今
で
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
（
中
略
）

彼
は
言
っ
た
。
ど
う
や
ら
自
分
は
、
ダ
ム
工
事
と
い
う
機
械
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
エ
ジ
プ
ト
に
来
た
の
だ
が
、

二
年
の
（

ＥＥ ＥＥ
タ
イ
ザ
イ

）
期
間
を
過
ぎ
て
み
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
歴
史
や
美
術
の
よ
う
な
人
間
的
な

も
の
に
魅
か
れ
は
じ
め
た
よ
う
だ
。
［

ウウ ウウ
］
、
二
十
年
近
く
も
続
け
て
き
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
は
、
自
分
に

ひ

と
っ
て
は
何
よ
り
の
世
界
だ
け
れ
ど
も
、
も
う
ひ
と
つ
、
別
の
世
界
も
自
分
に
は
あ
る
の
だ
と
思
い
始
め
て
き
た
の
だ
。

［
エエ エエ

］
、
カ
イ
ロ
で
の
仕
事
が
終
わ
っ
た
今
、
す
ぐ
に
で
も
日
本
に
帰
れ
る
の
だ
が
、
自
分
は
、
こ
の
し
ば

③
ら
く
の
休
暇
を
、
自
分
の
発
見
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
の
た
め
に
捧
げ
よ
う
と
決
め
た
の
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の

美
術
館
を
ま
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
を
味
わ
い
な
が
ら
。

④
⑤

彼
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
私
の
不
機
嫌
さ
は
い
つ
の
ま
に
か
消
え
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
彼
が
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
が
、
私
の
気
に
入
っ
た
。［

オオ オオ
］
、
彼
が
ロ
ー
マ
で
泊
ま
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
の
名
前
を
聞
い
た
と
き
、

彼
に
対
す
る
私
の
好
感
情
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
そ
の
ホ
テ
ル
は
、
ロ
ー
マ
で
は
最
高
級
に
属
す
る
ホ
テ
ル
で
、
彼
は

そ
こ
に
宿
を
取
っ
て
い
る
理
由
を
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
に
は
、
な
る
べ
く
快
適
な
環
境
で
や
り
た
い
、
と

⑥
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
人
間
は
、
金
を
貯
え
る
よ
り
も
、
金
を
使
う
と
き
の
方
が
よ
り
人
間
的
に
な
る
、
と
常
々
私
は

思
っ
て
い
る
。

塩
野
七
生

塩
野
七
生

塩
野
七
生

塩
野
七
生
「「 「「
イ
タ
リ
ア
か
ら
の

イ
タ
リ
ア
か
ら
の

イ
タ
リ
ア
か
ら
の

イ
タ
リ
ア
か
ら
の
手
紙
手
紙

手
紙

手
紙
」」 」」
よ
り
よ
り

よ
り

よ
り

し

お

の

な

な

み



問
一
空
欄
Ａ
～
Ｅ
の
片
仮
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。

問
二
空
欄
ア
～
オ
に
左
群
か
ら
適
語
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
さ
ら
に

２
し
か
も

３
も
ち
ろ
ん

４
と
こ
ろ
が

５
だ
か
ら

問
三
傍
線
部
①
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

問
四
傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
は
何
か
。
左
群
よ
り
最
適
と
思
う
も
の
を
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
独
占
を
阻
ま
れ
た
こ
と

２
至
福
の
静
寂
を
破
ら
れ
た
不
満

３
鑑
賞
を
先
取
り
さ
れ
た
の
で

４
見
学
を
待
た
さ
れ
た
た
め

５
不
作
法
に
腹
を
立
て
た
か
ら

問
五
傍
線
部
③
は
何
を
指
す
の
か
。
文
中
よ
り
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
六
傍
線
部
④
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
と
思
う
か
。
文
中
の
表
現
を
用
い
て
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

問
七
傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
言
え
る
の
か
。
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

問
八
傍
線
部
⑥
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
説
明
と
し
て
最
適
な
も
の
を
左
群
よ
り
選
ん
で
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１
お
金
の
使
い
方
か
ら
そ
の
人
の
度
量
の
大
き
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

２
貯
金
は
忍
耐
を
要
す
る
の
で
、
そ
れ
の
達
成
に
よ
っ
て
人
間
的
に
成
長
す
る
こ
と
。

３
お
金
の
使
い
方
に
は
そ
の
人
の
価
値
観
ま
で
も
が
は
っ
き
り
現
れ
る
と
い
う
こ
と
。

４
資
金
が
不
足
す
る
と
目
的
の
達
成
は
覚
束
な
く
な
り
人
間
的
に
粗
野
に
な
る
の
で
。

５
有
効
な
お
金
の
使
い
方
は
そ
の
人
の
人
間
性
を
豊
か
に
す
る
も
の
だ
と
い
う
喩
え
。

た

と

二二 二二
、、 、、
次次 次次
のの のの
文
章
文
章

文
章

文
章
をを をを
読読 読読
ん
で
ん
で

ん
で

ん
で
後後 後後
のの のの
問問 問問
い
に
い
に

い
に

い
に
答答 答答
え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い

え
な
さ
い
。。 。。

①
近
代
社
会
は
知
識
中
心
に
動
い
て
き
た
。
「
知
識
は
力
な
り
」
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
）
は
、
そ
れ
を
（
ＡＡ ＡＡ

ヨヨ ヨヨ

コ
ク

コ
ク

コ
ク

コ
ク

）
す
る
言
葉
で
あ
る
。
知
識
尊
重
の
思
想
が
近
代
教
育
を
お
こ
し
た
。
学
校
は
、
知
識
の
伝
授
に
（
ＢＢ ＢＢ

タ
ボ

タ
ボ

タ
ボ

タ
ボ

②
③

ウウ ウウ
）
で
、
生
活
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
か
、
そ
れ
を
考
え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
誤
り
に
気
づ
く
人

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
は
（
ＣＣ ＣＣ

フ
シ
ギ

フ
シ
ギ

フ
シ
ギ

フ
シ
ギ

）
で
あ
る
。

学
校
は
生
徒
の
生
活
を
停
止
し
知
識
の
習
得
を
強
行
し
て
、
学
力
が
つ
け
ば
よ
い
と
考
え
る
。
著
し
い
偏
り
が
あ
る

④
こ
と
へ
の
反
省
は
な
い
。
教
育
の
被
害
を
受
け
る
人
が
出
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

生
活
（
ＤＤ ＤＤ

ケ
ツ
ラ
ク

ケ
ツ
ラ
ク

ケ
ツ
ラ
ク

ケ
ツ
ラ
ク

）
の
教
育
は
小
学
校
に
お
い
て
も
疑
問
で
あ
る
が
、
中
等
教
育
、
高
等
教
育
も
同
じ
方
針

⑤
で
教
育
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
大
き
な
弊
害
が
生
ず
る
。

生
活
軽
視
の
危
険
を
人
間
が
気
づ
か
な
い
か
ら
、
代
わ
っ
て
自
然
が
教
え
て
く
れ
た
。
生
活
習
慣
病
が
多
発
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
医
学
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
な
ど
に
注
目
し
て
、
生
活
改
善
を
す
す
め
、
散
歩
が
奨
励
さ
れ
た
り
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
一
般
に
は
生
活
を
し
っ
か
り
考
え
よ
う
と
は
し
な
い
。
生
活
と
は
習
慣
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
な
い
。
重
要
な
の
は
生
活
習
慣
で
あ
る
。

（
中
略
）

人
間
は
、
身
体
だ
け
で
な
く
心
を
も
っ
て
い
る
。
体
の
生
活
習
慣
を
フ
ィ
ジ
カ
ル
生
活
習
慣
と
す
る
な
ら
ば
、
心
の

⑥
生
活
習
慣
は
メ
タ
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
生
活
習
慣
で
あ
る
。
メ
タ
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
は
仰
々
し
い
。
知
的
生
活
習
慣
と
呼
ぶ



こ
と
に
し
た
い
。

知
識
、
情
報
の
あ
ふ
れ
る
現
代
で
は
、
健
康
的
生
活
習
慣
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
精
神
の
不
具
合
や
、

障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
多
く
な
る
。
よ
い
知
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
れ
ば
精
神
的
活
力
の
源
と
な
っ
て
、
人
生
を
豊

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
よ
り
も
い
っ
そ
う
大
き
な
人
生
的
な
意
義
が
あ
る
。

た
だ
の
生
活
習
慣
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
人
間
が
、
知
的
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
と
り
つ
か
れ
る
恐
れ
は
大
き
い
。

知
的
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
よ
り
す
ぐ
れ
た
人
間
に
な
る
こ
と
を
志
す
の
が
新
し
い
生
き
方
で
あ
る
。
生
活
を
大
切
に
し
、

少
し
ず
つ
生
活
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
以
上
の
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
お
び
や
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
か
。
知
識
を
ふ
や
す

だ
け
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
勝
つ
こ
と
は
難
し
い
が
、
よ
い
知
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
何
も
お
そ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
生
活
は
も
と
も
と
個
性
的
な
も
の
で
、
ひ
と
の
（
ＥＥ ＥＥ
マ
ネ
マ
ネ

マ
ネ

マ
ネ

）
は
で
き
な
い
。

外
山
滋
比
古

外
山
滋
比
古

外
山
滋
比
古

外
山
滋
比
古
「
知
的
生
活
習
慣

知
的
生
活
習
慣

知
的
生
活
習
慣

知
的
生
活
習
慣
」
よ
り
よ
り

よ
り

よ
り

問
一
空
欄
Ａ
～
Ｅ
の
片
仮
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
二
傍
線
部
②
の
「
生
活
」
に
あ
た
る
言
葉
を
文
中
よ
り
一
語
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
三
傍
線
部
③
の
「
そ
の
誤
り
」
と
は
何
か
。
文
中
よ
り
十
字
以
内
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
四
傍
線
部
④
の
よ
う
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。
文
中
の
表
現
を
用
い
て
二
十
字
前
後
で
答
え
な
さ
い
。

問
五
傍
線
部
⑤
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。
文
中
よ
り
一
文
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
六
傍
線
部
⑥
に
は
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の
か
。
文
中
よ
り
十
字
以
内
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
七

傍
線
部
①
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
言
葉
に
対
し
て
、
あ
な
た
な
ら
ば
ど
の
よ
う
に
反
論
し
ま
す
か
。
簡

潔
に
書
き
な
さ
い
。



平
成
三
十
年
度
八
戸
看
護
専
門
学
校
号

名
点

Ⅲ
期
一
般
入
学
試
験
国
語
解
答
用
紙
番

氏
得

問
一
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

問
二
ア

イ
ウ

エ
オ

問
三

問
四

一
問
五

問
六

問
七

問
八

問
一
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

問
二

問
三

二
問
四

問
五

問
六

問
七



平
成
三
十
年
度
八
戸
看
護
専
門
学
校
号

名
点

Ⅲ
期
一
般
入
学
試
験
国
語
模
範
解
答
番

氏
得

問
一
Ａ
散
在

Ｂ
街
路

Ｃ
邪
魔

Ｄ
彫
刻

Ｅ
滞
在

各
２

問
二
ア

４
イ

２
ウ

３
エ

５
オ

１
各
１

問
三

午
睡
の
時
間
だ
か
ら
。

５
点

問
四

１
５
点

一
問
五

歴
史
や
美
術
の
よ
う
な
人
間
的
な
も
の

４
点

◯
歴
史
や
美
術
を
本
気
で
鑑
賞
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
。

問
六

な
ど
＊

８
点

◯
彼
の
態
度
は
ま
じ
め
で
、
歴
史
や
美
術
に
対
す
る
姿
勢
が
立
派
だ
か
ら

◯
自
分
の
目
と
心
で
対
象
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
。

問
七

な
ど
＊

８
点

◯
物
見
遊
山
の
態
度
で
は
な
く
、
真
剣
に
見
つ
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら

問
八

３
５
点

問
一
Ａ
予
告

Ｂ
多
忙

Ｃ
不
思
議

Ｄ
欠
落

Ｅ
真
似

各
２

問
二

習
慣

５
点

問
三
知
識
尊
重
の
思
想

（
「
生
活
軽
視
の
危
険
」
と
し
て
も
可
。）

５
点

近
代
社
会
は
知
識
尊
重
で
生
活
を
無
視
し
て

二
問
四

⒑
点

い
る
か
ら

（
主
語
を
「
学
校
」
や
「
教
育
」
と
し
て
も
可
。
）

問
五

生
活
習
慣
病
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

５
点

問
六

人
生
的
な
意
義
が
あ
る
。

５
点

◯
人
間
は
知
識
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。

問
七
◯
知
識
だ
け
で
は
な
く
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
も
必
要
だ
。

な
ど

＊
⒑
点

◯
知
力
、
体
力
、
精
神
力
な
ど
の
調
和
が
必
要
だ
。

＊
一
の
問
六
、
問
七
及
び
二
の
問
七
は
作
題
者
が
採
点
し
ま
す
。



 

平成 30年度 Ⅲ期一般入学試験  

問題用紙 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開けないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

受験

番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



 
 

 

平成 30年度 八戸看護専門学校 Ⅲ期一般入学試験問題 英語 

 

 

Ⅰ．次の英文の（  ）に入れるのに最も適切なものを１つずつ選び、a）～d）の記号で答えなさい。 

 

1.   Have they finished (  ) their paper? 

     a)read  b)reading  c)to read  d)to be reading 

 

2.   There (  ) many students left in the room when their teacher came. 

     a)is  b)are  c)was  d)were 

 

3.   It is important (  ) read newspaper. 

     a)in  b)for  c)of  d)to 

 

4.   I have some friends (  ) have been to Europe. 

     a)to  b)where  c)who  d)which 

 

5.   Please wait here (  ) I come back. 

     a)until  b)since  c)after  d)while 

 

6.   I have a lot of work (  ). 

   a)doing  b)to do  c)to doing  d)did 

 

7.   A cup of coffee (  ) you awake. 

     a)drink  b)drinks  c)keep  d)keeps 

 

8.   Japan is not (  ) China. 

     a)bigger  b)as bigger than  c)as big as  d)the bigger than 

 

9.   This building is (  ) Big Ben. 

a)call  b)calls  c)calling  d)called 

 

10.  Which plate is (  )? 

     a)my  b)mine  c)you  d)your 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

Ⅱ．次の日本語の意味にあうように、カッコ内の語を並べ替えて、順に記号で答えなさい。 

 

1. 昨日学校の帰り道に彼に会いました。 

I met him (1.my  2.on  3.home  4.way) yesterday. 

 

2. 生徒たちは明日、学校に行かないでいいです。 

 (1.need  2.school  3.not  4.tomorrow  5.students  6.to  7.go). 

 

3. 塩分の取りすぎは体によくないですよ。 

(1.too  2.much  3.salt  4.taking) is not good for your health. 

 

4. いつか自分自身の家を買いたいです。 

(1. to  2.would  3.buy  4.my  5.like  6.own  7. house  8.I) someday. 

  

5. 彼はまだ皿洗いを始めていません。 

(1.doing  2.he  3. the  4.yet  5.hasn’t  6.dishes  7.begun). 

 

 

Ⅲ．次の英文を読み、質問に答えなさい。 

 

David is a young man working in an office in a small town. One day his boss said to him “David, 

will you go to an office in London and see Mr. Green? Here’s the address.”  

David went to London by train. He reached the station and thought, “①The office isn’t far from the 

station. ②I will find it easily.”  

But after an hour ③he was still looking for it, so he stopped and asked an old woman. She said, 

“④Walk two blocks along this street, and turn right. You’ll find it on your left.” David went and 

found it.     

A few days later he went to ⑤the same city, but again he didn’t find the office, so he asked 

someone the way. It was the same old woman! ⑥She was very surprised and said, “⑦Are you still 

looking for the place?” 

   

1. 本文中の下線①②③⑦の内容を次のように書き表すとすれば、それぞれ（  ）の中にどのような

語が入るか、1語で答えなさい。 

① The office is (     ) the station. 

② I will have no (     ) finding it. 

③ He had no (     ) where it was. 

⑦ Haven’t you (     ) that place yet? 

2. 下線部④から、デイビッドがいる場所からどのように移動して、どの方向を向けば目的地があるの

かを日本語で説明しなさい。 

3.  下線部⑤の具体名と、その街がある国名をそれぞれ英語で答えなさい。 



 
 

 

4. ⑥の理由を 25字以内の日本語で説明しなさい。 

5. 次の(a)(b)(c) (d)の文が本文の内容に合うようにするには、(     )の中にそれぞれどのような一語を

補えばよいか、その語を答えなさい。 

(a) David was (     ) by his boss to go to an office in London. 

  (b) It wasn’t (     ) for David to find the office. 

 (c) David couldn’t find the office by (     ). 

  (d) David (     ) the same lady twice. 

 

Ⅳ．次の各英文に、それぞれ 3語以上の英文を用いて返事をしなさい。 

1. What season is it now? 

2. Do you ever do exercise? 

3. What is your favorite food? 

4. Where do you come from? 

5. Have you graduated from high school? 

 

Ⅵ．「将来の夢」という題で、20語以上の英作文を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．

平成３０年度　八戸看護専門学校　Ⅲ期一般入学試験　英語　解答用紙

得点

受験番号 氏名

点

６． ７． ８．

４． ５．

Ⅱ

１． 　　　　→　　　→　　　→　　

２．

Ⅰ

１． ２．

４．

５．

　　　　→　　　→　　　→　　

　　　　→　　　→　　　→　　　→　　　→　　　→　

９． １０．

３．

　　　　→　　　→　　　→　　　→　　　→　　　→　　

　　　　→　　　→　　　→　　　→　　　→　　　→　　　→　　

d)

Ⅲ

１．

① ② ③ ⑦

２．

３．

４．

５．

３．

４．

２．

a) b) c)

５．

Ⅵ

Ⅳ

１．



各２点

各３点

各３点

４点

４点

３点

各３点

各３点

１５点

Ⅳ（

解
答
例）

　It is spring/winter.

　Yes, I do. / No, I don't.

　It's sushi.

　I come from Morioka.

　Yes, I have. / No, I haven’t.

３．

４．

５．

met/saw

②

trouble

③

idea

⑦

found

　この通り沿いに2ブロック歩き、右に曲がると、左手に見える。

b)

Ⅵ（

解
答
例）

　　８　→　２　→　５　→　１　→　３　→　４　→　６　→　７

５． 　　２　→　５　→　７　→　１　→　３　→　６　→　４

　I want to go to Italy because I like Italian food very much.
　If I can go to Italy, I want to visit Florence and eat pasta there.

Ⅱ

１． 　　２　→　１　→　４　→　３

２． 　　５　→　１　→　３　→　７　→　６　→　２　→　４

３． 　　４　→　１　→　２　→　３

４．

６． ７． ８． ９． １０．

ｂ ｄ ｃ ｄ ｂ

５．

ｂ ｄ ｄ ｃ a

１． ２．

Ⅰ

平成３０年度　八戸看護専門学校　Ⅲ期一般入学試験　英語　模範解答

得点

受験番号 氏名

点

３． ４．

a)

asked/told/ordered のいずれか

３． 　London, England/UK/Britain のいずれか
正解

４． 　先日と同じ人にまた道をたずねられたから。

両方回答で

himself

d)

easy

c)

１．

２．

Ⅲ

１．

①

near

５．

２．



 

平成 30年度 Ⅲ期一般入学試験  

問題用紙 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① 合図があるまで、試験問題を開けないこと。 

② 試験時間は 50分です。 

③ 問題用紙（表紙）、解答用紙に受験番号、氏名を記入すること。 

④ 解答は全て解答用紙に記入すること。 

⑤ 試験終了後、問題用紙・解答用紙とも回収します。 

⑥ なお、判読不能の解答や記号記載ミスは得点とならないので注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験

番号 
 氏名  

 

八戸看護専門学校 



 

 

平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅲ期一般入学試験問題 数学 

 

 

Ⅰ．次の各問いに答えなさい。 

 １） bababa 222 22 ++++ を因数分解しなさい。 

 ２）放物線
22xy = を平行移動したものが、２点 )0,3(),0,1( を通るとき，その放物線を求めなさい。 

 ３） 0,0 〉〉 yx で 5=+ yx ， 1=xy  のとき，
22 yx + の値を求めなさい。 

 ４）１から 9までの数が記入されたカードがある。このカードから５枚を１列に並べるとき、両端が偶

数となる並べ方は何通りあるか求めなさい。 

 

Ⅱ． 42 ≤≤− x において、 baxaxxf ++−= 44)( 2
・・① )0( ≠a の最大値が３、最小値が－５の

とき、次の各問いに答えなさい。 

１） ①の頂点の座標を求めなさい。 

２） 0〉a のとき ba, の値を求めなさい。 

３） 0〈a のとき ba, の値を求めなさい。  

 

Ⅲ．△ ABCにおいて，
°=∠== 60,8,6 ACAAB とする。辺 BC の中点をM とするとき、次の各問

いに答えなさい。 

 １）辺 BC の長さを求めなさい。 

 ２） Bcos の値を求めなさい。 

 ３）線分 AM の長さを求めなさい。 

 

Ⅳ．次の各問いに答えなさい。  

 １）５進法で表された )5(432 を１０進法で表しなさい。 

 ２）５進法で表された )5(432 を３進法で表しなさい。 

 ３）２進法で表された数の計算をして２進法で答えなさい。 

   )2()2( 110111110 +  

 

Ⅴ．0、1、2、3、4、5の 6個の数字から、異なる 4個の数字を用いて 4桁の整数をつくる。次の各

問いに答えなさい。 

１）4桁の整数は何個できるか。 

２）4桁の偶数は何個できるか。 



平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅲ期一般入学試験 数学 解答用紙 

受験番号 
 

氏名 
 

 

 Ⅰ 

１）  

２）  

３）  

４）  

 Ⅱ １）  ２）  ３）  

 Ⅲ １）  ２）  ３）  

 Ⅳ １）  ２）  ３）  

 Ⅴ １）  ２）  

 

                      

 

点 



平成３０年度 八戸看護専門学校 Ⅲ期一般入学試験 数学 模範解答 

受験番号 
 

氏名 
 

 

 Ⅰ 

１） )2)(( +++ baba                            ５点 

２） 682 2 +−= xxy                            ５点 

３） ７                                  ５点 

４） ２５２０                               ５点 

 Ⅱ １） )44,2( ++− ba  ６点 ２） 7,
2

1 −== ba  ７点  3,
2

1 −=−= ba  ７点 

 Ⅲ １） 

132      ７点 

52( =BC は 6点） 

２） 
13

13
     ７点 

13

1
( は６点） 

 37      ６点 

 Ⅳ １） １１７    ７点 ２） 

11100 )3(     7点 

)3( がなくとも正解  

３） 

101011 )2(     6点 

)2( がなくとも正解 

Ⅴ １） ３００個     １０点 ２） １５６個             １０点 

 

                      

 

点 



平
成

三
十

年
度

 
Ⅲ
期

一
般

入
学
試

験
 

小
論
文

 

     【
注
意
事
項
】
 

①
 
合
図
が
あ
る
ま
で
、
試
験
問
題
を
開
け
な
い
こ
と
。
 

②
 
試
験
時
間
は
五
十
分
で
す
。
 

③
 
問
題
用
紙
（
表
紙
）
に
受
験
番
号
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。
 

                     

八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 

受
験
番
号
 

 

   

 

氏
名
 

 

   



               八
戸
看
護
専
門
学
校
 

 平
成
三
十
年
度
 
Ⅲ
期
一
般
入
学
試
験
 
小
論
文
 

  
「
主
体
的
に
学
ぶ
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
八
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
て
下
さ
い
。
 


